
１９８０年モスクワ五輪から正式種目に採用された女子ホッケーで、日本がついにアテネ五輪で

初出場を果たしました。その五輪代表選手に選ばれた泉南市出身の駒
こま

澤
ざわ

李佳
りか

さんが市長を表敬訪

問しました。

まだあどけなさが残る駒澤選手（２１）は、人工芝のフィールドで、時速１５０キロを超えるパ

ックが飛び交う激しい女子ホッケーの中にあって、若手ながらＦＷの要を担う選手として、先の高

円宮杯国際大会においても、一昨年の釜山アジア大会優勝の中国から決勝点を奪うなどの活躍ぶり。

全く経験の無かった高校１年の時に、クラブの助っ人に誘われたのをきっかけに国体・インターハ

イでも実績を上げ、天理大２年の時に日本代表入り、以後五輪を目標に練習を続け、ついに夢かな

うときが来ました。五輪の舞台では、日ごろの成果を存分に発揮できるよう、健闘を祈りたいもの

です。 （４月２６日）
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関西国際空港、りんくうタウン

の歴史とともに、すっかり夏の風

物詩となった『つばさのまちフェ

スタ』も１０年目を迎えました。

泉南市・泉佐野市・田尻町の２市

１町では、今年もりんくうタウン

全域で『つばさのまちフェスタ２

００４』を開催します。

毎年、熱戦が繰り広げられる

「ビーチサッカーINサザンビーチ」

や大輪の花火がりんくうタウンの

夜空を焦がす「りんくう花火の祭

典」などビッグイベントがもりだ

くさん。

さあ、ご家族、恋人やお友だち、

みんな誘ってりんくうタウンへ大

集合！

▼問合せ＝つばさのまちフェスタ

実行委員会事務局（薀０６－６３４３－

４９２２）

昨年に引き続き「りんくう花火

の祭典」と同時開催を行います。

各種団体による模擬店の出展では

地元ならではの特産品などにも出

会えるかも。ノスタルジックな伝

統文化のステージであるやぐらを

囲み、空港を背景に国際交流も行

いながら、見るも良し、踊るも良

しの大盆踊り大会です。

▼と　き＝８月８日豸

午後６時～１０時（模

擬店は午後４時～）※

荒天の場合は８月９日

豺に順延します。

▼ところ＝泉佐野市り

んくうパパライベント

広場

▼内容（予定）＝①府

立佐野高校吹奏楽部に

よる演奏②バトン演技（南大阪バ

トンフライングチーム）③よさこ

いソーリャ④泉州長持唄、ひょう

たん節、五社音頭、さんや踊り、

佐野くどき（佐野くどき仮装踊り）

※仮装大賞には、１０万円分の旅

行券が贈られます。その他各賞に

豪華賞品があります。

▼仮装踊りの申込み＝７月２３日

貊（必着）までに、官製ハガキに

住所、氏名（グループの場合は

代表者とその人数）、年齢、性別、

電話番号、仮装の名称を明記の上、

〒５９８・８５５０大阪府泉佐野

市市場東１・２９５・３泉佐野市

観光協会仮装踊り大会係宛へ。後

日参加証を発送します。

※グループでの参加の場合は、グ

ループ単位で審査を行い、賞品も

グループにお渡しします。

※申込み多数の場合は抽選します。

▼その他＝開催日当日は、りんく

うタウン内は大変混雑しますので、

車でのご来場はご遠慮ください。

▼問合せ＝泉佐野市観光協会（薀

磋１２１２）

今月の主な内容

消防本部
水道部
清掃課
保健センター
市民体育館
文化ホール
図書館
青少年センター
人権ふれあいセンター
樽井公民館
新家公民館
信達公民館
西信達公民館
あいぴあ泉南
古代史博物館

薀祕０１１９
薀祗６５５１
薀祟５８７５
薀祗７６１５
薀祗１０００
薀祗７７６７
薀祗７７６６
薀祚３５００
薀祟６４４７
薀祟４３６１
薀祟９３１４
薀祟９２６４
薀祟９２７０
薀祕０７０７
薀祟６７８９

記事中の問い合わせ
内線番号が書かれたものは、
市役所（薀83-0001）へ
その他については、下記へ

□メダルも狙える五輪代表

入り決定！駒澤　李佳さん

…1

□つばさのまちフェスタ

２００４　　　 …2～3

□情報ＢＯＸ …4～9 

□information（お知らせ）

…10～17

□人権シリーズ …18～19

□健康コーナー …20～21

□まちかどスナップ

…22～23

□ふるさと歴史紀行　…24

泉南市の人口（５月末現在）
人口‥‥‥‥65,523人
男‥‥‥31,952人
女‥‥‥33,571人
世帯数‥‥23,529世帯

「広報せんなん」をホームページで

閲覧できます。

アドレス:http://www.city.sennan.

osaka.jp/jyoukan/catv_kouhou/ko

uhou/kouhou1.htm
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今回は、泉南市のサザンビ

ーチと泉佐野市のマーブルビ

ーチの２ヶ所で、音楽と低空

の特殊効果花火を組み合わせ

た「ミュージカル花火」を同

時開催します。

フィナーレにはあっと驚く

演出も用意。両会場には、大

型音響装置を設置し、臨時

FM局による特別放送を計

画。一日じゅう浜辺で楽しめ

るイベントに大変身します。

▼と　き＝８月８日豸午後７

時３０分開場　午後８時００

分頃～８時４０分頃（ミュー

ジカル花火） ※荒天の場合

は、翌８月９日豺に順延しま

す

▼ところ＝泉南市りんくう南

浜サザンビーチ周辺と田尻

町・泉佐野市マーブルビーチ

周辺

▼注　意＝開催日当日の打ち

上げ場所周辺は立ち入り禁止

区域となります。また、りん

くうタウン周辺の道路は大混

雑が予想されますのでご注意

ください。

つばさのまちフェスタ

のスポーツイベントの

「華」となっているビー

チサッカー大会を今年も

引き続き開催します。砂

浜をフィールドに熱戦が

繰り広げられ、DJと音楽

でも最高潮！珍プレー・

好プレーも続出。これは、

一見の価値あり。皆さん

も水着を持ってサザンビ

ーチへお越しください。

▼と　き＝笊大会１日

目・７月１０日貍午前８

時３０分～（開会式・予選チームリーグ戦）

笆大会２日目・７月１１日豸午前９時００

分～（決勝トーナメント、女子の部、小・

中学生の部、表彰・閉会式）

▼ところ＝泉南市りんくう南浜・サザンビ

ーチ

▼その他＝ビーチサッカーを観戦しながら、

海水浴も楽しむことができます。



議
所
三
十
五
周
年
記
念
事
業
係
※
火
、

木
、
土
、
日
、
祝
は
定
休
日
で
す
。

（
薀
祟
５
９
２
５
／http://w

w
w
5.ocn.

ne.jp/̃sennanjc/

）

ハ
ン
グ
ル
基
礎
講
座
受
講
生
を
募
集

し
ま
す
。
▼
と
き
＝
七
月
十
七
日
貍
〜

（
毎
週
土
曜
日
）
全
十
二
回
午
前
十
時

半
〜
十
二
時
▼
と
こ
ろ
＝
泉
南
市
立
人

権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
▼
講
師
＝
崔
真

善
さ
ん
（
滋
賀
県
立
大
学
非
常
勤
・
ネ

イ
テ
ィ
ブ
）
他
▼
定
員
＝
十
名
程
度

（
先
着
順
）
▼
ク
ラ
ブ
費
＝
全
十
二
回

分
で
一
万
円
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
電

話
・
E
メ
ー
ル
で
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
電
話
番
号
と
簡
単
な
自
己
紹
介

を
、
七
月
十
二
日
豺
〜
七
月
十
六
日
貊

の
期
間
に
崔
真
善
ま
で
（
当
日
受
付
可
。

e-m
ail:jim

inyura@
yahoo.co.jp

／
薀

祚
８
１
３
６
）

市
立
保
育
所
で
は
所
庭
の
開
放
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
保
育
所
や
幼
稚
園
に

通
っ
て
い
な
い
方
、
親
子
で
保
育
所
に

遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
。
子
育
て
相
談
も

お
受
け
し
て
お
り
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
▼
と
き
＝
笊
笆
七
月

六
日
貂
・
八
月
三
日
貂
笳
笘
七
月
二
十

日
貂
・
八
月
十
七
日
貂
笙
七
月
十
三
日

貂
・
二
十
七
日
貂
・
八
月
十
日
貂
・
二

十
四
日
貂
▼
と
こ
ろ
・
連
絡
先
＝
笊
信

達
保
育
所
祟
４
６
４
２
笆
樽
井
保
育
所

祗
０
０
７
４
笳
浜
保
育
所
祚
２
６
６
０

笘
鳴
滝
第
一
保
育
所
祟
４
０
４
１
笙
チ

ビ
ッ
コ
広
場
（
鳴
滝
第
二
保
育
所
内
の

遊
戯
室
、
所
庭
）
祚
３
３
７
１
▼
開
放

時
間
＝
笊
笳
笙
午
前
十
時
〜
十
一
時
半

笆
笘
午
前
九
時
半
〜
十
一
時
▼
問
合

せ
＝
児
童
福
祉
課
（
内
線
二
八
一
）

母
子
家
庭
の
母
等
の
た
め
の
就
業
支

援
講
習
会
受
講
生
募
集
。（
社
福
）
大

阪
府
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
で
は
、
左

記
の
講
座
の
受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
▼
対
象
＝
母
子
家
庭
の
母
及
び
寡

婦
▼
申
込
み
＝
往
復
ハ
ガ
キ
に
、
希
望

の
講
座
名
と
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

年
齢
、
職
業
、
志
望
の
動
機
、
以
前
連

合
会
で
受
講
し
た
講
座
名
、
保
育
の
有

無
を
記
入
の
上
、
左
記
住
所
ま
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。（
保
育
対
象
は
二

歳
か
ら
就

学
前
）
応

募
多
数
の

場
合
は
抽

選
に
な
り

ま
す
。

▼

申

込

み
・
問
合

せ
＝
〒
五

九
〇
・
〇

〇
一
二
大

阪
市
中
央

区

谷

町

五
・
四
・

十
三
社
会

福
祉
法
人

大
阪
府
母

子
寡
婦
福

祉
連
合
会

（

薀

０

６
・
６
７

６
２
・
９

９
９
５
）

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
『
ひ
だ
ま
り
』

で
は
次
の
と
お
り
子
育
て
講
座
を
開
催

し
ま
す
。
前
年
度
の
参
加
者
か
ら
「
梶

本
先
生
の
講
座
を
ぜ
ひ
も
う
一
度
」
と

の
声
が
多
数
あ
り
ま
し
た
。
自
然
物
を

使
っ
た
楽
し
い
製
作
を
通
し
て
、
お
母

さ
ん
達
も
子
ど
も
心
を
思
い
出
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
八
月
六
日
貊
午
前
十
時
〜
十

一
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
『
ひ
だ
ま
り
』（
市
立
鳴
滝
第
二

保
育
所
内
）
▼
テ
ー
マ
＝
「
子
ど
も
心

を
思
い
出
そ
う
パ
ー
ト
２
」
▼
内
容
＝

元
気
の
出
る
子
育
て
の
お
は
な
し
・
自

然
物
を
使
っ
た
造
形
遊
び
▼
講
師
＝
梶

本
　
昌
弘
さ
ん
（
元
小
学
校
校
長
）
▼

対
象
＝
市
内
在
住
の
就
学
前
の
子
ど
も

の
保
護
者
▼
定
員
＝
三
十
名
（
先
着
順
）

※
一
時
保
育
あ
り
ま
す
▼
参
加
費
＝
無

料▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
電
話
で
七
月
五

日
豺
〜
七
月
二
十
三
日
貊
ま
で
受
付
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
『
ひ
だ
ま
り
』

（
薀
祚
３
３
７
１
）

『
ひ
だ
ま
り
』
の
ス
タ
ッ
フ
が
出
張

保
育
を
し
ま
す
。
お
気
軽
に
親
子
で
遊

び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
＝
七
月
七
日
貉
午
前
十
時
〜
十

一
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
あ
い
ぴ
あ
泉
南
三

階
▼
対
象
＝
就
学
前
の
子
ど
も
と
そ
の

保
護
者
▼
内
容
＝
う
た
・
手
遊
び
・
大

型
紙
芝
居
・
笹
飾
り
・
親
子
で
の
遊
び

等
▼
申
込
み
＝
不
要
▼
問
合
せ
＝
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
『
ひ
だ
ま
り
』（
薀

祚
３
３
７
１
）

樽
井
公
民
館
と
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
『
ひ
だ
ま
り
』
が
一
緒
に
赤
ち
ゃ
ん

教
室
を
開
催
し
ま
す
。
み
ん
な
で
楽
し

く
交
流
し
ま
せ
ん
か
？
▼
と
き
＝
八
月

十
九
日
貅
〜
九
月
三
十
日
貅
ま
で
の
毎

週
木
曜
日
（
九
月
二
十
三
日
貅
を
除
く

全
六
回
）
午
前
十
時
〜
十
一
時
半
▼
と

こ
ろ
＝
上
村
老
人
集
会
場
・
新
家
保
育

園
・
新
家
小
学
校
（
急
き
ょ
変
更
の
場

合
が
あ
り
ま
す
）
▼
対
象
＝
一
歳
未
満

の
乳
児
と
保
護
者
▼
内
容
＝
笊
講
義
・

子
ど
も
の
言
葉
の
獲
得
と
絵
本
の
お

話
・
子
ど
も
に
よ
く
あ
る
病
気
と
そ
の

予
防
・
離
乳
食
に
つ
い
て
・
子
ど
も
の

発
達
と
し
つ
け
笆
体
験
・
手
作
り
お
も

ち
ゃ
・
離
乳
食
を
作
っ
て
み
よ
う
・
保

育
園
を
除
い
て
み
よ
う
・
ふ
れ
あ
い
遊

び
▼
定
員
＝
十
組
程
度
（
応
募
多
数
の

場
合
抽
選
）
▼
参
加
費
＝
無
料
（
実
習

に
か
か
る
材
料
費
は
各
自
負
担
）
▼
そ

の
他
＝
一
時
保
育
に
つ
い
て
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
五
月
の
樽
井
地
区

受
講
者
は
ご
遠
慮
願
い
ま
す
。
ま
た
十

一
月
に
西
信
達
地
区
、
来
年
二
月
に
信

達
地
区
で
同
様
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
▼
主
催
＝
泉
南
市
地
域

家
庭
教
育
推
進
協
議
会
▼
申
込
み
・
問

合
せ
＝
電
話
で
、
七
月
三
十
日
貊
ま
で

に
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
『
ひ
だ
ま
り
』

へ
（
薀
祚
３
３
７
１
）

泉
南
市
消
費
生
活
研
究
会
で
は
、
牛

乳
パ
ッ
ク
な
ど
の
廃
材
を
利
用
し
て
お

も
ち
ゃ
作
り
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
ぜ

ひ
、
親
子
そ
ろ
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
＝
八
月
六
日
貊
午
後
一
時
半
〜

三
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
信
達
公
民
館
（
和

室
）
▼
対
象
＝
小
学
生
位
の
子
ど
も

（
小
学
校
低
学
年
・
小
学
生
以
下
の
場

合
は
保
護
者
同
伴
）
▼
定
員
＝
先
着
五

十
名
▼
参
加
費
＝
無
料
▼
携
行
品
＝
は

さ
み
（
要
記
名
）
▼
申
込
み
・
問
合

せ
＝
七
月
五
日
豺
か
ら
電
話
に
て
受

付
。
地
域
振
興
課
（
内
線
五
八
三
）
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泉
南
市
韓
国
語
ク
ラ
ブ

〜
そ
う
な
ん
だ
！
韓
国
〜

保
育
所
で
遊
び
ま
せ

ん
か

就
業
支
援
講
習
会
の

お
知
ら
せ

子
育
て
講
座
に
参
加

し
ま
せ
ん
か

赤
ち
ゃ
ん
教
室
に
参

加
し
ま
せ
ん
か

ミ
ニ
ち
っ
び
こ
広
場
（
七

夕
祭
り
を
楽
し
も
う
！
）

関西国際空港に離発着する飛行機を眺めながら海水

浴がたのしめるサザンビーチが７月１日貅にオープン

します。

昨年も花火大会やビーチサッカー大会など様々なイ

ベントが行われ、おおくの海水浴客でにぎわいました。

今年もサザンビーチは２，５００台駐車可能な大駐車

場をはじめ、売店、更衣室、シャワー室、水洗トイレ

などの施設を用意して、皆さまのお越しをお待ちして

います。

▼開設期間＝７月１日貅～８月３１日貂

▼開設時間＝▽平日は午前９時～午後５時

▽土・日・祝日は午前８時３０分～午後６時

▼駐車料金＝▽自二車・原付（２００円）▽軽・普通

自動車（１，２００円）▽大型車（３，０００円）

▼更衣室・シャワー室料金（兼用）＝▽大人（４００

円）▽子供（２００円）

▼問合せ＝樽井漁業組合（薀祟５５１９）

受講期間 

受講料 

申込受付 
期　　間 

パソコン初級 

１０月１６日～１２月４日 
講座（２０名） 

全８回毎週土曜日 

１４，０００円（教材費含む） 
谷町福祉センター 
８月１６日豺～９月１６日貅 
（当日消印有効） 

ヘルパー２級通信 ヘルパー２級通信 

１０月９日～全１５回 
講座B（３０名） 講座C（２０名） 

（講義は土曜日１０回、 
１０月２日～全１５回 

３０，０００円（教材費含む） ３０，０００円（教材費含む） 
難波エールネットワーク専門学校 
８月９日豺～９月９日貅 
（当日消印有効） 

枚方聖徳園 
８月２日豺～９月２日貅 
（当日消印有効） 

簿記３級 

１１月２７日～H１７年２月１９日 
講座（４５名） 

全１２回土曜日 

９，０００円（教材費含む） 
谷町福祉センター 
９月２７日豺～１０月２７日貉 
（当日消印有効） 

会　場 

１０：００～１６：００ １０：００～１５：００ 平日の実習５回） 
（講義は土曜日１０回、 

平日の実習５回） 

廃
材
で
お
も
ち
ゃ

作
り
を
し
ま
せ
ん
か

▼
と
き
＝
七
月
三
十
一
日
貍
午
後
一
時

〜
三
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
大
阪
府
立
砂
川

厚
生
福
祉
セ
ン
タ
ー
こ
ん
ご
う
寮
・
地

下
陶
芸
作
業
室
▼
定
員
＝
二
十
名
程
度

▼
費
用
＝
材
料
費
等
／
大
人
二
、
〇
〇

〇
円
・
子
ど
も
一
、
五
〇
〇
円
（
就
学

前
の
子
ど
も
は
一
、
〇
〇
〇
円
と
し
ま

す
）
▼
講
師
＝
北
野
　
満
喜
代
さ
ん
▼

申
込
み
・
問
合
せ
＝
往
復
ハ
ガ
キ
に
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、

七
月
十
六
日
貊
必
着
（
多
数
の
場
合
は

抽
選
し
、
そ
の
結
果
は
、
返
信
用
ハ
ガ

キ
で
ご
連
絡
し
ま
す
。）
〒
五
九
〇
・

〇
五
二
五
泉
南
市
馬
場
三
丁
目
一
五
六

六
大
阪
府
立
砂
川
厚
生
福
祉
セ
ン
タ
ー

こ
ん
ご
う
寮
「
府
民
陶
芸
教
室
」
係

（
薀
祗
２
８
８
２
）

全
て
の
国
民
が
犯
罪
の
防
止
と
罪
を

犯
し
た
人
た
ち
の
更
正
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て

力
を
合
わ
せ
犯
罪
の
な
い
社
会
を
築
く

こ
と
を
目
的
に
七
月
一
日
貅
か
ら
七
月

三
十
一
日
貍
の
期
間
、
第
五
十
四
回
社

会
を
明
る
く
す
る
運
動
が
実
施
さ
れ
ま

す
。
な
お
、
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

の
一
環
と
し
て
、
次
の
通
り
「
社
明
の

集
い
」
を
開
催
。
▼
と
き
＝
七
月
十
日

貍
午
後
一
時
半
〜
▼
と
こ
ろ
＝
泉
南
市

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
あ
い
ぴ
あ
）
一

階
大
会
議
室
▼
内
容
＝
▽
第
一
部
／

『
人
と
自
然
が
元
気
に
住
め
る
町
・
泉

南
』
を
テ
ー
マ
に
田
中
た
な
か

正
視
ま
さ
み

さ
ん

（
府
立
泉
南
高
校
教
諭
・
環
境
省
自
然

公
園
指
導
員
）
の
講
演
▽
第
二
部
／

「
お
は
よ
う
・
そ
し
て
あ
り
が
と
う
」

の
広
報
ビ
デ
オ
の
上
映
▼
問
合
せ
＝
泉

南
市
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
実
施
委

員
会
・
生
活
福
祉
課
（
内
線
二
四
四
）

譖
大
阪
府
建
築
士
会
、
建
築
士
の
会

「
い
ず
み
野
」
で
は
、
七
月
一
日
貅

（
建
築
士
の
日
）
の
記
念
事
業
と
し
て

今
年
は
、「
法
隆
寺
式
伽
藍
配
置
」
で

注
目
さ
れ
て
い
る
、
海
会
寺
跡
等
の
見

学
会
を
泉
南
市
内
で
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
七
月
二
十
四
日
貍
午
前
十
時

〜
午
後
一
時
（
雨
天
決
行
）
▼
と
こ

ろ
＝
古
代
史
博
物
館
（
泉
南
市
埋
蔵
文

化
財
セ
ン
タ
ー
）
▼
内
容
＝
第
一
部
・

学
芸
員
に
よ
る
講
話
及
び
展
示
室
並
び

に
海
会
寺
史
跡
の
見
学
／
第
二
部
・
新

家
山
田
家
住
宅
見
学
及
び
昼
食
▼
参
加

費
＝
資
料
代
五
〇
〇
円
（
昼
食
希
望
者

は
三
、
〇
〇
〇
円
が
必
要
）
▼
定
員
＝

三
十
名
▼
問
合
せ
＝
譖
大
阪
府
建
築
士

会
（
薀
０
６
・
６
９
４
７
・
１
９
６

１
）
・
都
市
計
画
課
（
内
線
五
六
八
）

障
害
の
あ
る
人
と
な
い
人
と
の
心
の

ふ
れ
あ
い
の
体
験
を
つ
づ
っ
た
作
文
、

障
害
者
へ
の
理
解
を
促
進
す
る
ポ
ス
タ

ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
▼
作
文
＝
四

〇
〇
字
詰
め
原
稿
用
紙
（
縦
書
き
）
で

小
・
中
学
生
は
二
〜
四
枚
、
高
校
生
・

一
般
は
四
〜
六
枚
▼
ポ
ス
タ
ー
＝
小
・

中
学
生
の
み
（
Ｂ
３
画
用
紙
又
は
四
つ

切
り
サ
イ
ズ
画
用
紙
（
縦
長
の
み
）
▼

募
集
期
間
＝
七
月
一
日
貅
〜
九
月
九
日

貅
▼
応
募
・
問
合
せ
＝
〒
五
四
〇
・
八

五
七
〇
大
阪
府
健
康
福
祉
部
障
害
保
健

福
祉
室
計
画
推
進
課
企
画
調
整
グ
ル
ー

プ
へ
郵
送
又
は
持
参
（
詳
し
く
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）（
薀
０

６
・
６
９
４
１
・
０
３
５
１
内
線
４
１

４
５
／http://w

w
w
.pref.osaka.jp

/shogaifukushi/kokoro16/

）

セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ
フ
が
指
導
し
ま
す

▼
と
き
＝
七
月
十
八
日
豸
午
前
十
時
〜

十
二
時
▼
と
こ
ろ
＝
市
立
泉
佐
野
病
院

三
階
大
会
議
室
▼
定
員
＝
四
十
名
（
先

着
順
）
▼
そ
の
他
＝
動
き
や
す
い
服
装

（
ズ
ボ
ン
等
）
で
お
越
し
く
だ
さ
い
▼

申
込
み
・
問
合
せ
＝
七
月
十
五
日
貅
ま

で
に
府
立
泉
州
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー

へ
。（
薀
磔
９
９
１
１
蕭
磔
９
９
４
１
）

▼
受
験
資
格
＝
医
師
、
看
護
師
、
介
護

福
祉
士
等
で
保
健
、
医
療
、
福
祉
の
各

分
野
に
お
い
て
、
五
年
又
は
十
年
以
上

の
実
務
経
験
を
有
す
る
方
▼
試
験
要
領

（
受
験
申
込
書
）
配
布
＝
七
月
一
日
貅

〜
八
月
三
日
貂
に
府
民
情
報
プ
ラ
ザ
、

保
健
所
、
市
役
所
介
護
保
険
課
で
配
布

▼
申
込
期
間
＝
七
月
二
十
日
貂
〜
八
月

三
日
貂
▼
申
込
方
法
＝
簡
易
書
留
に
よ

る
郵
送
の
み
（
当
日
消
印
有
効
）
▼
受

験
料
＝
九
、
〇
〇
〇
円
▼
試
験
日
＝
十

月
二
十
四
日
豸
▼
試
験
会
場
＝
関
西
大

学
、
桃
山
学
院
大
学
▼
問
合
せ
＝
譛
大

阪
府
地
域
福
祉
推
進
財
団
試
験
係

（
薀
０
６
・
６
７
６
３
・
８
０
４
４
）

笊
航
空
学
生
▼
内
容
＝
各
種
航
空
機
の

パ
イ
ロ
ッ
ト
養
成
▼
資
格
＝
日
本
国
籍

を
有
す
る
高
校
卒
業
（
見
込
み
含
む
）

〜
二
十
一
歳
未
満
の
方
▼
そ
の
他
＝
六

年
後
に
幹
部
に
任
官
笆
一
般
曹
候
補
学

生
▼
内
容
＝
▽
小
部
隊
指
揮
官
の
養
成

▽
配
置
に
よ
り
航
空
機
整
備
、
電
計
、

通
信
等
技
術
資
格
取
得
▼
資
格
＝
日
本

国
籍
を
有
す
る
十
八
歳
以
上
二
十
四
歳

未
満
の
方
▼
そ
の
他
＝
二
年
で
曹
に
任

官
笳
曹
候
補
士
▼
内
容
＝
小
部
隊
指
揮

官
の
養
成
▼
資
格
＝
日
本
国
籍
を
有
す

る
十
八
歳
以
上
二
十
七
歳
未
満
の
方
▼

そ
の
他
＝
約
三
年
経
過
以
降
、
選
考
に

よ
り
曹
に
任
官
▼
申
込
み
受
付
期
間
＝

笊
笆
八
月
二
日
豺
〜
九
月
八
日
貉
笳
八

月
四
日
貉
〜
九
月
十
日
貊
▼
問
合
せ
＝

泉
佐
野
募
集
案
内
所
（
薀
磋
６
９
６
３
）

▼
第
一
次
選
考
＝
九
月
十
九
日
豸
▼
受

験
対
象
者
＝
昭
和
四
十
九
年
四
月
二
日

〜
昭
和
六
十
二
年
四
月
一
日
生
ま
れ
の

方
▼
採
用
予
定
人
員
＝
男
性
約
四
一
〇

人
・
女
性
約
二
〇
人
▼
申
込
み
・
問
合

せ
＝
七
月
一
日
貅
〜
八
月
十
一
貉
受

付
、
受
付
開
始
日
か
ら
大
阪
府
警
察
本

部
及
び
府
内
の
各
警
察
署
に
用
意
し
て

い
る
申
込
書
で
。
大
阪
府
警
察
官
採
用

セ
ン
タ
ー
（
薀
０
６
・
６
９
４
３
・
１

２
３
４
内
線
２
６
３
４
１
ま
た
は
、
０

１
２
０
・
３
７
０
・
３
１
４
）
泉
南
警

察
署
（
薀
磚
１
２
３
４
）

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
の
収
益
金

は
、
市
町
村
の
明
る
く
住
み
良
い
ま
ち

づ
く
り
に
活
用
さ
れ
ま
す
。
大
阪
府
内

の
宝
く
じ
売
場
で
お
買
い
求
め
く
だ
さ

い
。
▼
賞
金
＝
▽
一
等
前
後
賞
合
わ
せ

て
三
億
円
（
一
等
二
億
円
は
四
十
二
本
、

前
後
賞
各
五
、
〇
〇
〇
万
円
）
▽
二
等

一
億
円
は
四
十
二
本
※
発
売
額
一
、
二

六
〇
億
円
で
四
十
二
ユ
ニ
ッ
ト
の
場
合

▼
発
売
期
間
＝
七
月
十
二
日
豺
〜
七
月

三
十
日
貊
▼
抽
選
日
＝
八
月
十
日
貂
▼

問
合
せ
＝
譛
大
阪
府
市
町
村
振
興
協
会

（
薀
０
６
・
６
９
２
０
・
４
５
６
６
）

日
ご
ろ
教
室
や
ク
ラ
ブ
、
サ
ー
ク
ル

等
で
音
楽
を
勉
強
し
て
い
る
皆
さ
ん
の

練
習
の
成
果
をR

IC
C

ホ
ー
ル
で
発
表
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
▼
と
き
＝
九
月
十
八

日
貍
▼
と
こ
ろ
＝
ゲ
ー
ト
タ
ワ
ー
ホ
テ

ルR
IC
C

ホ
ー
ル
▼
そ
の
他
＝
ジ
ャ
ン
ル

は
問
い
ま
せ
ん
。
又
発
表
終
了
後
プ
ロ

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
田
中
　
綾
子
さ
ん

の
コ
ン
サ
ー
ト
も
開
催
。
▼
申
込
み
・

問
合
せ
＝
〒
五
九
〇
・
〇
五
二
一
泉
南

市
樽
井
六
・
二
十
二
・
三
樽
井
区
民
セ

ン
タ
ー
三
階
　
社
団
法
人
泉
南
青
年
会

4

府
民
親
子
陶
芸

教
室
の
案
内

社
明
の
集
い
に
参
加

し
ま
せ
ん
か

建
築
士
の
日

記
念
イ
ベ
ン
ト

大
阪
府
警
察
官
募
集

大
阪
府
介
護
支
援
専
門

員
実
務
研
修
受
講
試
験

心
肺
蘇
生
法
講
習
会

防
衛
庁
・
自
衛
官
を

募
集
し
ま
す

障
害
者
の
日
の
ポ
ス

タ
ー
・
体
験
作
文
募
集

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く

じ
が
発
売
さ
れ
ま
す

音
楽
発
表
会

参
加
者
募
集



子
育
て
な
ど
に
関
す
る
様
々
な
悩
み

や
思
い
を
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
▼
と

き
＝
毎
週
水
曜
日
午
前
九
時
半
〜
正
午

▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼
参
加

費
＝
無
料
▼
そ
の
他
＝
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
▼
申
込
み
＝
電
話
、
E
メ
ー
ル
で
。

〜
カ
ワ
セ
ミ
を
見
つ
け
よ
う
〜
泉
南
子

ど
も
ゆ
め
活
動
実
行
委
員
会
で
は
、
私

た
ち
の
野
鳥
観
察
会
を
毎
月
開
催
し
ま

す
。
野
鳥
の
観
察
を
通
し
て
、
自
然
を

体
感
し
、
そ
の
大
切
さ
を
学
び
ま
せ
ん

か
。
▼
と
き
＝
七
月
十
日
貍
午
前
九
時

〜
正
午
▼
と
こ
ろ
＝
男
里
川
周
辺
▼
内

容
＝
カ
ワ
セ
ミ
や
サ
ギ
な
ど
を
中
心
と

し
た
野
鳥
観
察
会
▼
対
象
＝
小
・
中
学

生
▼
定
員
＝
二
十
人
▼
参
加
費
＝
無
料

▼
申
込
み
＝
電
話
、
E
メ
ー
ル
で
。

泉
南
子
ど
も
ゆ
め
活
動
実
行
委
員
会

で
は
、
お
話
や
紙
芝
居
等
の
読
み
聞
か

せ
の
会
を
開
催
。
▼
と
き
＝
笊
七
月
十

二
日
豺
午
後
四
時
〜
四
時
半
笆
七
月
十

七
日
貍
午
前
十
時
〜
十
時
四
十
分
▼
と

こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼
内
容
＝
笊

笆
エ
メ
リ
ア
ン
と
た
い
こ
・
じ
ご
く
の

そ
う
べ
え
他
▼
対
象
＝
小
学
生
以
下
の

子
ど
も
▼
定
員
＝
二
十
人
▼
参
加
費
＝

無
料
▼
申
込
み
＝
電
話
、
E
メ
ー
ル
で
。

古
い
民
家
を
利
用
し
た
宿
泊
施
設
で

宿
泊
体
験
し
ま
せ
か
。
活
動
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
自
然
や
子
ど
も
と
の
ふ
れ
あ
い

が
好
き
な
青
少
年
の
皆
さ
ん
も
募
集
。

▼
と
き
＝
七
月
三
十
日
貊
〜
七
月
三
十

一
日
貍
※
事
前
説
明
会
・
七
月
二
十
一

日
貉
午
後
六
時
〜
▼
と
こ
ろ
＝
和
歌
山

県
清
水
町
▼
対
象
＝
市
内
の
小
学
一
年

生
〜
三
年
生
と
十
五
歳
（
中
学
三
年
生

含
む
）
〜
二
十
五
歳
ま
で
の
青
少
年
▼

定
員
＝
小
学
生
五
十
人
・
青
少
年
二
十

人
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
▼
参
加

費
＝
小
学
生
二
、
六
〇
〇
円
・
青
少
年

二
、
八
〇
〇
円
（
保
険
代
含
む
）
▼
申

込
み
＝
往
復
ハ
ガ
キ
か
E
メ
ー
ル
に
わ

ん
ぱ
く
キ
ャ
ン
プ
参
加
希
望
、
参
加

者
・
保
護
者
氏
名
（
未
成
年
の
場
合
）

（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、
住
所
、
電
話
番

号
、
学
校
名
、
学
年
を
記
入
の
上
、

七

月
十
四
日
貉
必
着
。

泉
南
子
ど
も
ゆ
め
活
動
実
行
委
員
会

で
は
、
姉
妹
提
携
都
市：

和
歌
山
県
龍

神
村
で
、
林
業
や
カ
ヌ
ー
な
ど
の
体
験

キ
ャ
ン
プ
を
実
施
し
ま
す
。
▼
と
き
＝

八
月
二
日
豺
〜
八
月
四
日
貉
※
事
前
説

明
会
・
七
月
二
十
日
貂
午
後
三
時
▼
と

こ
ろ
＝
和
歌
山
県
龍
神
村
▼
対
象
＝
小

学
四
年
生
〜
中
学
三
年
生
▼
定
員
＝
四

十
名
（
多
数
の
場
合
抽
選
）
▼
参
加

費
＝
小
学
生
・
五
、
七
〇
〇
円
／
中
学

生
・
六
、
〇
〇
〇
円
▼
申
込
み
＝
往
復

ハ
ガ
キ
か
E
メ
ー
ル
に
、
龍
神
村
体
験

キ
ャ
ン
プ
参
加
希
望
、
参
加
者
及
び
保

護
者
の
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
、
住
所
、

電
話
番
号
、
学
校
名
、
学
年
を
記
入
の

上
、
七
月
十
六
日
貊
必
着
。

泉
南
子
ど
も
ゆ
め
活
動
実
行
委
員
会

で
は
、
泉
南
楽
し
い
な
読
み
聞
か
せ
講

習
会
を
開
催
。
読
み
聞
か
せ
を
基
礎
か

ら
学
び
ま
せ
ん
か
。
▼
と
き
＝
七
月
十

七
日
貍
午
前
十
時
四
十
五
分
〜
十
二
時

半
▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼
内

容
＝
子
ど
も
た
ち
か
ら
反
響
の
あ
っ
た

作
品
Ⅱ
▼
講
師
＝
根
っ
こ
の
会
▼
対

象
＝
十
八
歳
以
上
の
方
で
、
子
ど
も
に

本
等
を
読
み
聞
か
せ
た
い
方
▼
定
員
＝

二
十
人
▼
参
加
費
＝
無
料
▼
申
込
み
＝

電
話
、
E
メ
ー
ル
で
。

図
書
館
で
は
、
今
年
も
夏
の
ブ
ッ
ク

リ
ス
ト
を
発
行
し
ま
し
た
。
夏
休
み
は

ス
テ
キ
な
本
と
出
会
う
絶
好
の
チ
ャ
ン

ス
。
ブ
ッ
ク
リ
ス
ト
片
手
に
、
ど
う
ぞ

図
書
館
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
▼
内

容
＝
夏
の
本
だ
な

（
小
学
生
向

け
）
・
本
だ
な
か
らH

ello!

（
中
学

生
向
け
）
※
図
書
館
が
お
す
す
め
す
る

本
が
、
内
容
紹
介
付
き
で
た
く
さ
ん
載

っ
て
い
ま
す
。
▼
そ
の
他
＝
市
内
の

小
・
中
学
生
に
は
七
月
中
に
配
布
す
る

予
定
で
す
。
▼
問
合
せ
＝
図
書
館

豊
か
な
言
葉
で
想
像
の
世
界
が
広
が

る
。
図
書
館
で
は
、
そ
ん
な
『
お
は
な

し
』
を
通
し
て
、
楽
し
い
本
の
魅
力
を

子
ど
も
た
ち
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。
保

護
者
の
方
も
ご
一
緒
に
ど
う
ぞ
！

▼
と
き
＝
七
月
十
日
貍
午
後
二
時
半
〜

三
十
分
程
度
▼
と
こ
ろ
＝
図
書
館
二
階

視
聴
覚
室
▼
対
象
＝
四
歳
以
上
の
お
子

さ
ん
と
そ
の
保
護
者
▼
定
員
＝
各
回
先

着
四
十
人
（
途
中
で
の
出
入
り
は
不
可
）

▼
参
加
費
＝
無
料
▼
そ
の
他
＝
第
一
、

三
、
四
土
曜
日
の
午
後
二
時
半
〜
三
十

分
程
度
、
同
場
所
に
お
い
て
紙
芝
居
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
「
拍
子
木
」
に
よ
る
紙
芝

居
が
あ
り
ま
す
（
〇
歳
か
ら
入
場
可
。

申
込
み
は
不
要
）
▼
問
合
せ
＝
図
書
館

今
年
は
、「
プ
ー
さ
ん
と
は
ち
み
つ
」

「
西
遊
記
」
の
ア
ニ
メ
二
本
立
て
で
す
。

小
さ
い
子
か
ら
大
き
い
子
ま
で
、
ご
家

族
み
ん
な
で
お
楽
し
み
頂
け
ま
す
。
ぜ

ひ
参
加
く
だ
さ
い
。
▼
と
き
＝
七
月
二

十
四
日
貍
笊
午
前
十
時
〜
十
二
時
十
分

笆
午
後
二
時
〜
四
時
十
分
▼
と
こ
ろ
＝

文
化
ホ
ー
ル
▼
対
象
＝
子
ど
も
と
そ
の

保
護
者
▼
定
員
＝
笊
笆
と
も
五
〇
六
名

（
先
着
順
）
▼
参
加
費
＝
無
料
（
整
理

券
が
必
要
）
▼
そ
の
他
＝
笊
笆
と
も
同

じ
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
入
場
は
開
始
時
間

ま
で
の
十
五
分
間
に
限
ら
れ
ま
す
。
▼

申
込
み
・
問
合
せ
＝
七
月
十
日
貍
午
前

十
時
〜
図
書
館
で
整
理
券
を
配
布
。

自
然
・
環
境
体
験
学
習
施
設
「
関
空

交
流
館
」
は
、
平
成
十
三
年
四
月
の
開

館
か
ら
三
年
お
か
げ
を
持
ち
ま
し
て
、

今
年
五
月
に
来
館
者
数
が
十
万
人
を
超

え
、
そ
れ
を
記
念
し
ま
し
て
「
関
空
交

流
館
」
備
え
付
け
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お

答
え
の
方
、
期
間
中
毎
日
先
着
五
十
名

様
に
粗
品
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。
▼
と

き
＝
七
月
二
十
三
日
貊
〜
二
十
九
日
貅

午
前
十
時
〜
午
後
五
時
（
但
し
、
二
十

七
日
貂
は
休
館
日
）
▼
と
こ
ろ
＝
自

然
・
環
境
体
験
学
習
施
設
「
関
空
交
流

館
」
一
階
▼
問
合
せ
＝
〒
五
九
七
・
〇

〇
九
一
貝
塚
市
二
色
三
・
二
五
・
五

「
関
空
交
流
館
」（
薀
瞞
２
２
０
５
蕭
矗

１
８
７
８
）
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こ
こ
ろ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

読
み
聞
か
せ
の
会
を

開
催
し
ま
す

野
鳥
観
察
会
に
参
加

し
ま
せ
ん
か

海
の
町
・
山
の
町
子
ど
も
体

験
活
動
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

和
歌
山
県
清
水
町

わ
ん
ぱ
く
キ
ャ
ン
プ

読
み
聞
か
せ
講
習
会

を
開
催
し
ま
す

毎
月
第
二
土
曜
は

お
は
な
し
広
場
へ

図
書
館
夏
休
み

映
画
会
に
来
て
ね
！

夏
の
ブ
ッ
ク
リ
ス
ト

を
発
行
し
ま
す

関
空
交
流
館
十
万
人

記
念
ア
ン
ケ
ー
ト

敬敬老月間恒例企画　　
『『浪曲名人会浪曲名人会』』

▼とき＝９月４日貍　開場午後１２時半・開演

１時

▼ところ＝文化ホール（全席自由席）

▼出演者＝春野
は る の

百合子
ゆ り こ

・松浦
まつうら

四郎若
しろわか

・芦川
あしかわ

淳平
じゅんぺい

▼定員＝５０６名（先着順）

▼参加費＝無料（整理券必要）

▼申込み・問合せ＝８月４日貉受付開始。往復

ハガキ（１人につき１枚）に住所・氏名・電話

番号を記入の上、〒５９０・０５２５泉南市馬

場１・２・１泉南市立文化ホール浪曲係まで。

また図書館二階事務所（月曜日を除く）でも整

理券の配布を行います。（薀祗７７６７）

青
少
年
セ
ン
タ
ー
連
絡
先：

申
込
み
・
問
合
せ
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
〒
五
九
〇
・
〇
五
二
一
　
泉
南
市
樽
井
八
・

十
三
・
十
八
　
青
少
年
セ
ン
タ
ー
（e-mail：

seishonen

-center@
city.sennan.osaka.jp

／
薀
祚
３
５
０
０
）

年

ン

タ

｜

青

少

セ

親
子
で
沢
山
の
友
だ
ち
と
一
緒
に
遊

び
ま
し
ょ
う
。
▼
と
き
＝
笊
七
月
八
日

貅
笆
七
月
十
五
日
貅
笳
八
月
十
九
日
貅

全
て
午
前
十
時
〜
十
二
時
▼
と
こ
ろ
＝

笊
樽
井
公
民
館
笆
信
達
公
民
館
▼
内

容
＝
笊
笆
大
き
な
紙
に
お
絵
か
き
笳
大

き
な
プ
ー
ル
で
遊
ぼ
う
▼
参
加
費
＝
無

料
▼
申
込
み
＝
笳
の
み
申
込
み
制

一
緒
に
和
太
鼓
を
叩
い
て
み
ま
せ
ん

か
！
泉
南
太
鼓
塾
を
左
記
日
程
に
よ
り

開
催
。
こ
の
活
動
は
、
子
ど
も
ゆ
め
基

金
（
独
立
行
政
法
人
国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
記
念
青
少
年
総
合
セ
ン
タ
ー
）
の
助

成
金
交
付
を
受
け
て
行
う
も
の
で
す
。

▼
と
き
＝
七
月
十
一
日
・
二
十
五
日
・

八
月
八
日
・
二
十
九
日
の
日
曜
日
午
前

十
時
〜
十
二
時
▼
と
こ
ろ
＝
市
民
体
育

館
（
但
し
、

は
和
泉
市
太
鼓
道
場
）

▼
指
導
＝
和
泉
太
鼓
「
鼓
聖
泉
」
▼
期

間
＝
七
月
〜
十
二
月
▼
定
員
＝
三
十
名

（
応
募
多
数
の
場
合
抽
選
）
▼
月
会

費
＝
一
、
〇
〇
〇
円
▼
主
催
・
申
込

み
＝SE

N
N
A
N

ま
ち
づ
く
り
市
民
会
議

（
薀
・
蕭
祚
３
９
１
１
）
▼
後
援
＝
泉

南
市
教
育
委
員
会
▼
問
合
せ
＝
樽
井
公

民
館
。

暑
い
夏
に
、
冷
た
い
ド
ラ
イ
ア
イ
ス

で
遊
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。
シ
ャ
ー
ベ
ッ

ト
だ
っ
て
作
れ
る
よ
。
▼
と
き
＝
笊
七

月
二
十
二
日
貅
午
前
十
時
〜
十
二
時
笆

午
後
二
時
〜
四
時
笳
七
月
二
十
三
日
貊

午
前
十
時
〜
十
二
時
▼
と
こ
ろ
＝
笊
樽

井
公
民
館
笆
信
達
公
民
館
笳
新
家
公
民

館
▼
対
象
＝
小
学
校
三
年
生
の
児
童

（
保
護
者
の
見
学
も
で
き
ま
す
）
▼
定

員
＝
各
三
十
名
▼
参
加
費
＝
一
〇
〇
円

（
教
材
費
）
▼
申
込
み
＝
往
復
ハ
ガ
キ

に
希
望
場
所
、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が

な
）
、
性
別
、
学
校
名
、
生
年
月
日
、

電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
七
月
十
日
貍

必
着
で
わ
く
わ
く
科
学
教
室
係
ま
で
。

夏
休
み
の
間
、
公
民
館
の
一
室
を
自

習
室
と
し
て
開
放
し
ま
す
。
▼
と
き
＝

七
月
二
十
二
日
貅
〜
八
月
三
十
日
豺
午

前
九
時
半
〜
午
後
五
時
（
但
し
月
曜
日

は
午
前
十
一
時
四
十
五
分
ま
で
）
▼
と

こ
ろ
＝
樽
井
公
民
館
▼
対
象
＝
規
則
を

守
っ
て
利
用
で
き
る
人
▼
そ
の
他
＝
入

退
室
時
に
は
記
録
簿
に
必
要
事
項
を
ご

記
入
く
だ
さ
い
。

河
口
に
な
が
れ
つ
い
た
ご
み
を
分
別

し
な
が
ら
、
な
ぜ
そ
う
な
る
の
か
を
ひ

も
と
い
て
い
き
ま
す
。
珍
し
い
生
き
物

も
た
く
さ
ん
い
ま
す
よ
。
▼
と
き
＝
七

月
三
十
一
日
貍
午
前
十
時
〜
十
二
時
▼

と
こ
ろ
＝
男
里
川
河
口
付
近
▼
講
師
＝

田
中
　
正
視
さ
ん
（
環
境
省
自
然
公
園

指
導
員
）
▼
内
容
＝
天
然
干
潟
の
清
掃

と
生
物
の
観
察
▼
対
象
＝
親
子
も
し
く

は
大
人
の
み
▼
申
込
み
＝
ハ
ガ
キ
・
Ｆ

Ａ
Ｘ
ま
た
は
、
E
メ
ー
ル
に
参
加
者
全

員
の
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
・
生

年
月
日
・
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
七

月
二
十
三
日
貊
必
着
で
干
潟
係
ま
で
。

今
年
の
夏
休
み
は
、
親
子
で
庄
屋
屋

敷
を
探
検
し
ま
し
ょ
う
！
山
田
家
住
宅

保
存
・
活
用
協
議
会
で
は
、
山
田
家
住

宅
の
一
般
公
開
を
行
い
ま
す
。
山
田
家

住
宅
の
ご
案
内
は
、
泉
南
案
内
人
の
会

が
担
当
し
ま
す
。
幅
広
い
皆
さ
ん
の
参

加
を
お
待
ち
し
ま
す
。
▼
と
き
＝
七
月

二
十
五
日
豸
午
前
十
時
〜
午
後
四
時
ま

で
随
時
▼
と
こ
ろ
＝
山
田
家
住
宅
（
登

録
有
形
文
化
財
）
Ｊ
Ｒ
新
家
駅
か
ら
徒

歩
三
分
▼
参
加
費
＝
無
料
▼
そ
の
他
＝

駐
車
場
が
少
な
い
の
で
車
の
利
用
は
極

力
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

幼
児
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
観
て
楽
し

い
ヤ
ッ
さ
ん
の
紙
芝
居
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
。
日
本
全
国
巡
業
中
の
ヤ
ッ
さ
ん
が

つ
い
に
泉
南
市
に
も
や
っ
て
き
ま
す
。

何
が
と
び
だ
す
の
か
は
こ
う
ご
期
待
！

▼
と
き
＝
八
月
二
十
二
日
豸
午
前
十
時

〜
十
二
時
▼
と
こ
ろ
＝
樽
井
公
民
館
▼

出
演
＝
ヤ
ッ
さ
ん
（
安
野
　
侑
志
さ

ん：

一
九
七
二
年
紙
芝
居
業
者
免
許
取

得
）
▼
内
容
＝
デ
ジ
タ
ル
時
代
に
超
ア

ナ
ロ
グ
で
ス
ロ
ー
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
紙
芝
居
▼
対
象
＝
幼
稚
園
以
上
の

子
ど
も
と
そ
の
保
護
者
（
祖
父
母
）

（
下
に
子
ど
も
が
い
る
方
は
ご
相
談
く

だ
さ
い
）
▼
定
員
＝
四
十
組
（
応
募
多

数
の
場
合
抽
選
）
▼
参
加
費
＝
一
〇
〇

円
（
み
ず
あ
め
・
か
た
ぬ
き
代
）
▼
申

込
み
＝
往
復
ハ
ガ
キ
に
参
加
者
全
員
の

住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
・
年
齢
・

性
別
・
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
八
月

三
日
貂
必
着
で
か
み
し
ば
い
係
ま
で
。

子
ど
も
の
成
長
に
大
切
な
「
ホ
ン
マ
」

の
お
も
ち
ゃ
っ
て
、
ど
ん
な
も
の
で
し

ょ
う
？
お
話
を
聞
い
て
、
実
際
に
触
れ

て
み
ま
せ
ん
か
。
▼
と
き
＝
八
月
十
八

日
貉
午
後
一
時
半
〜
四
時
▼
と
こ
ろ
＝

樽
井
公
民
館
▼
講
師
＝
岩
城
　
敏
之
さ

ん
（K

ID

、S

い
わ
き
ぱ
ふ
代
表
）
▼
内

容
＝
「
日
本
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
お
も
ち

ゃ
の
違
い
」
の
話
を
聞
い
た
後
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
お
も
ち
ゃ
で
遊
び
体
験
。

（
遊
び
体
験
だ
け
の
参
加
は
不
可
）
▼

定
員
＝
親
子
四
十
組
（
応
募
多
数
の
場

合
抽
選
）
▼
参
加
費
＝
無
料
▼
主
催
＝

泉
南
市
地
域
家
庭
教
育
推
進
協
議
会
▼

申
込
み
＝
電
話
・
ハ
ガ
キ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
又

は
、
E
メ
ー
ル
に
参
加
者
全
員
の
住

所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
・
生
年
月

日
・
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
八
月
四

日
貉
必
着
「
ホ
ン
マ
も
ん
」
係
迄
（
一

時
保
育
は
一
歳
以
上
就
学
前
の
子
ど
も

定
員
十
名
。
往
復
ハ
ガ
キ
又
は
Ｅ
メ
ー

ル
（
携
帯
不
可
）
で
保
育
希
望
と
明
記
）

つ
い
つ
い
は
ま
っ
て
し
ま
う
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
ゲ
ー
ム
で
友
だ
ち
や
ス
タ
ッ
フ

と
遊
び
ま
せ
ん
か
。
▼
と
き
＝
八
月
十

八
日
貉
午
後
一
時
半
〜
三
時
▼
と
こ

ろ
＝
樽
井
公
民
館
▼
内
容
＝
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
作
ら
れ
た
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
や
ボ
ー

ド
ゲ
ー
ム
で
遊
ぶ
▼
対
象
＝
「
ホ
ン
マ

も
ん
の
遊
び
で
ホ
ン
マ
も
ん
の
子
育

て
」
に
参
加
し
て
い
る
保
護
者
の
子
ど

も
（
小
学
生
以
上
）
▼
定
員
＝
二
十
名

（
応
募
多
数
の
場
合
抽
選
）
▼
参
加

費
＝
無
料
▼
主
催
＝
泉
南
市
地
域
家
庭

教
育
推
進
協
議
会
▼
そ
の
他
＝
遊
び
体

験
終
了
後
は
会
場
に
参
加
で
き
ま
す
。

ま
た
、「
ホ
ン
マ
も
ん
の
遊
び
で
ホ
ン

マ
も
ん
の
子
育
て
」
が
抽
選
に
な
っ
た

場
合
は
そ
ち
ら
の
抽
選
結
果
を
優
先
し

ま
す
。
▼
申
込
み
＝
電
話
・
ハ
ガ
キ
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
、
E
メ
ー
ル
で
保
護
者

氏
名
（
ふ
り
が
な
）
・
参
加
者
氏
名

（
ふ
り
が
な
）
・
住
所
・
生
年
月
日
・

電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
八
月
四
日
貉

必
着
で
「
ホ
ン
マ
も
ん
」
係
ま
で
。
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親
と
子
の
広
場
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

泉
南
太
鼓
塾
生
募
集

夏
休
み

わ
く
わ
く
科
学
教
室

夏
休
み
自
習
室

を
開
放
し
ま
す

男
里
川
の
天
然
干
潟
観
察

会
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

江
戸
時
代
の
庄
屋
屋
敷

を
見
学
し
ま
せ
ん
か

昔
な
つ
か
し

ヤ
ッ
さ
ん
の
紙
芝
居

ホ
ン
マ
も
ん
の
遊
び

を
体
験
し
よ
う
！

ホ
ン
マ
も
ん
の
遊
び
で
、

ホ
ン
マ
も
ん
の
子
育
て

第十九回泉南市吹奏楽祭「せんなんブラスフェスティバル２００４」を開

催します。吹奏楽の調べとともに楽しいひとときを過ごしませんか。多数の

ご来場をお待ちしております。

▼とき＝８月１日豸午後１時半開場・２時開演

▼ところ＝文化ホール

▼出演＝市内中学校吹奏楽部、泉南市青少年吹

奏楽団

▼入場料＝無料

▼その他＝出演者全員による合同演奏も予定し

ています。

▼問合せ＝生涯学習課（内線２５３）

樽
井
公
民
館
連
絡
先：

申
込
み
・
問
合
せ
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
〒
五
九
〇
・
〇
五
二
一
　
泉
南
市
樽
井
六
・
十

一
・
十
六
　
樽
井
公
民
館
（e-m

ail:tarui-k@
city.

sennan.osaka.jp
／
薀
祟
４
３
６
１
蕭
祟
４
３
８
０
）

公

館

樽

井

民



里
山
の
自
然
体
験
を
親
子
で
満
喫
し

ま
せ
ん
か
？
豊
か
な
自
然
の
あ
る
里
山

で
遊
び
が
盛
り
沢
山
で
す
。
親
子
で
参

加
し
て
楽
し
み
を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。

▼
と
き
＝
笊
七
月
二
十
五
日
豸
笆
八
月

一
日
豸
笳
八
月
八
日
豸
午
前
九
時
半
集

合
〜
午
後
四
時
解
散
（
雨
天
決
行
）
▼

と
こ
ろ
＝
紀
泉
わ
い
わ
い
村
▼
内
容
＝

笊
夏
休
み
里
山
の
昆
虫
を
見
つ
け
よ
う

（
わ
い
わ
い
村
の
お
掃
除
手
伝
い
・
ソ

ー
メ
ン
流
し
・
山
菜
料
理
・
自
然
観
察

会
）
笆
自
然
物
を
使
っ
て
造
形
遊
び
を

し
よ
う
（
里
山
の
枯
れ
木
の
運
び
出

し
・
か
ま
ど
で
ご
飯
炊
き
・
み
そ
汁
づ

く
り
・
里
山
の
景
色
を
眺
め
な
が
ら
絵

の
具
遊
び
）
笳
川
遊
び
を
し
な
が
ら
水

辺
の
小
動
物
を
見
つ
け
よ
う
（
小
川
の

清
掃
・
夏
野
菜
収
穫
・
夏
野
菜
の
サ
ラ

ダ
づ
く
り
・
川
遊
び
を
し
な
が
ら
水
辺

の
小
動
物
、
植
物
の
観
察
会
）
▼
費

用
＝
各
行
事
に
一
人
（
三
歳
以
上
）
六

〇
〇
円
当
日
集
金
（
保
険
代
含
む
）
▼

申
込
み
＝
電
話
・
F
A
X
ま
た
は
、
E

メ
ー
ル
に
参
加
者
の
氏
名
（
保
護
者
・

子
ど
も
）
・
住
所
・
電
話
番
号
・
子
ど

も
の
年
齢
・
参
加
希
望
番
号
を
記
入
の

上
、
七
月
十
日
貍
締
切
。
子
育
て
サ
ー

ク
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
小
さ
い
友
の
会
」

寺
田
迄
（e-m

ail:bkaov309@
rinku.

zaq.ne.jp

／
薀
・
蕭
祚
１
２
３
３
）
▼

問
合
せ
＝
生
涯
学
習
課
（
内
線
二
四
七
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
輪
が
広
が
っ
て
い

く
こ
と
を
願
っ
て
の
第
二
回
泉
南
市
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
平
成

十
七
年
三
月
十
三
日
豸
あ
い
ぴ
あ
泉
南

に
て
開
催
し
ま
す
。
参
加
団
体
募
集
に

つ
い
て
は
十
月
の
広
報
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
社
会
福
祉
協
議
会
（
薀
祗

１
０
２
７
）
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紀
泉
わ
い
わ
い
村

で
遊
ぼ
う

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
開
催
予
告

水に親しむ季節がやってきました。プー

ルを活用して楽しい夏休みにしましょう。

泉南市教育委員会では、今年も市内１０カ

所の学校プールを一般開放します。鳴滝プ

ールには、障害者の方々にもご利用いただ

けるよう車イス用スロープ等を設置してい

ます。

プールを利用する場合は、ルールを守っ

てご利用ください。なお、新家小・一丘小

学校プールには幼児用プールが設置されて

いませんので、乳幼児の利用はできません。

▼問合せ＝教育総務課（薀祟０００１・内線２６５）

▼プールの一般開放日程＝下の表をご参照

ください。

★★印の日が一般開放日です。

▼プール利用上の注意

笊入場制限をする場合があります。

笆プールの行き帰りは「防犯ブザー」を身

につけ、交通安全に気をつけましょう。

笳貴重品や不要なお金、飲食物は持ってこ

ないでください。

笘身体の調子の悪い人、病気（目、耳、鼻

など）の人はお医者さんに相談しましょう。

笙プールでは係の人の指示に従いましょう。

笞水中メガネの着用は認めますが、ガラス

製のものは禁止します。

笵今年も学校プールの開放は午後のみとな

っています。

▼利用料金＝大人２００円、小人１００円

（中学生以下）

▼お知らせ＝市営プール（信達大苗代

391－１）は設備工事のため、泉南中プー

ル（樽井２－９－１）は設備点検調査のた

め休止します。

第１１回協議会
▼とき＝７月２０日貂午後２時～

▼ところ＝泉南市総合福祉センター（あいぴあ泉南）

１階大会議室（泉南市樽井１－８－４７）

第１２回協議会
▼とき＝８月２日豺午後２時～

▼ところ＝田尻町立公民館１階大ホール（泉南郡田尻

町大字嘉祥寺１１２０－２）

▼その他＝協議会はどなたでも傍聴できます。傍聴受

付は午後１時３０分から,先着順で１００名を予定して

います。

ご来場の際は公共交通機関をご利用願います。

▼問合せ＝泉州南合併協議会事務局（薀磬６４４４）

開放日 

プール名・TEL

7/21 22 23 24 25 26 27 28 29 31 230 8/1 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 

鳴　　滝 

砂 川 小  

樽 井 小  

新 家 小  

新家東小 

西信達中 

信 達 小  

雄 信 小  

東　　小 

一 丘 小  

※
お
盆
休
業
（
プ
ー
ル
の
清
掃
及
び
、
ろ
過
機
の
点
検
） 

★ ★ 

★ ★ 

★ ★ ★ 

★ ★ 

★ 

★ 

★ 

★ 

★ 

★ 

★ 

★ 

★ 

★ 

★ 

★ 

★ 

★ 

★ 

★ 

★ 

★ 

★ 

★ 

★ 

★ 

★ 

★ 

★ 

★ 

★ 

★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ 

★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ 

★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ 

★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ 

★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ 

★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ 

★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ 

★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ 

★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ 

★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ 

祟００４９ 

祗１６３３ 

祟７９７８ 

祗０２０９ 

祟７９２３ 

祗１５７８ 

祟８４６９ 

祟７５３１ 

祕２０２９ 

祕１９９３ 

昔
々
の
人
々
が
使
っ
て
い
た
土
器

を
、
当
時
の
方
法
で
作
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。
▼
と
き
＝
笊
七
月
二
十
五
日
豸
笆

八
月
二
十
二
日
豸
（
笆
は
雨
天
の
場
合

延
期
）
▼
と
こ
ろ
＝
笊
古
代
史
博
物
館

笆
泉
南
市
立
青
少
年
の
森
▼
対
象
＝
参

加
者
の
い
ず
れ
か
が
泉
南
市
内
在
住
、

在
学
、
在
勤
の
方
▼
定
員
＝
十
組
（
先

着
順
）
▼
参
加
費
＝
一
、
一
三
〇
円

（
保
険
・
粘
土
代
）
▼
申
込
み
・
問
合

せ
＝
七
月
六
日
貂
〜
来
館
の
上
、
受
付

で
直
接
申
込
。
古
代
史
博
物
館
（
薀
祟

６
７
８
９
）

誰
も
見
た
こ
と
が
な
い
昔
の
こ
と
が

な
ぜ
わ
か
る
の
か
？
発
掘
調
査
を
疑
似

体
験
し
た
り
、
そ
こ
か
ら
出
て
き
た
土

器
や
瓦
を
調
べ
る
こ
と
で
、
考
古
学
で

昔
の
こ
と
が
な
ぜ
わ
か
る
の
か
を
体
験

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
▼
と
き
＝
八
月
二

十
五
日
貉
・
二
十
六
日
貅
い
ず
れ
も
午

後
一
時
〜
四
時
▼
と
こ
ろ
＝
古
代
史
博

物
館
・
史
跡
海
会
寺
跡
広
場
▼
対
象
＝

小
学
生
以
上
▼
定
員
＝
十
名
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
＝
五
〇
〇
円
（
保
険
代
）
▼

申
込
み
・
問
合
せ
＝
七
月
六
日
貂
〜
来

館
の
上
、
受
付
で
直
接
申
込
。
古
代
史

博
物
館
（
薀
祟
６
７
８
９
）

世
界
で
ひ
と
つ
し
か
な
い
博
物
館
の

手
作
り
紙
芝
居
。
夏
の
風
物
詩
「
雷
さ

ま
」
の
お
は
な
し
と
遠
い
南
の
島
「
ト

ン
ガ
」
の
国
の
お
は
な
し
を
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
楽
し
い
ゲ
ー
ム
も
あ
る
よ

〜
。
み
ん
な
集
ま
れ
古
代
史
博
物
館

へ
！
▼
と
き
＝
八
月
二
十
七
日
貊
午
後

二
時
〜
三
時
▼
と
こ
ろ
＝
古
代
史
博
物

館
・
史
跡
海
会
寺
跡
広
場
▼
対
象
＝
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
▼
参
加
費
＝

無
料
▼
申
込
み
＝
不
要
▼
問
合
せ
＝
古

代
史
博
物
館
（
薀
祟
６
７
８
９
）

紙
芝
居
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
拍
子
木
」

で
は
、
夏
休
み
子
ど
も
手
作
り
紙
芝
居

教
室
を
開
催
し
ま
す
。
▼
と
き
＝
笊
八

月
十
一
日
貉
笆
十
二
日
貅
笳
二
十
五
日

貉
笘
二
十
六
日
貅
午
後
一
時
〜
四
時

（
な
る
べ
く
全
回
出
席
し
て
く
だ
さ
い
）

▼
と
こ
ろ
＝
あ
い
ぴ
あ
泉
南
笊
笳
一
階

訓
練
室
笆
笘
三
階
研
修
室
▼
講
師
＝
古ふ
る

田た

加
代
か
よ

さ
ん
（
絵
画
指
導
）、
高
鳥

た
か
と
り

公
子
き
み
こ

さ
ん
（
演
技
指
導
）
▼
内
容
＝
自

分
で
お
話
を
考
え
、
絵
を
描
い
て
世
界

で
一
つ
し
か
な
い
自
分
だ
け
の
紙
芝
居

を
作
り
ま
す
▼
対
象
＝
三
歳
以
上
の
幼

児
・
児
童
（
保
護
者
の
付
き
添
い
も
可
）

▼
携
行
品
＝
鉛
筆
、
ク
レ
パ
ス
、
絵
の

具
セ
ッ
ト
▼
定
員
＝
三
十
名
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
＝
三
〇
〇
円
▼
申
込
み
・
問

合
せ
＝
電
話
で
七
月
七
日
貉
以
降
に
社

会
福
祉
協
議
会
へ
（
薀
祗
１
０
２
７
）

泉
南
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
次

の
と
お
り
、
訪
問
介
護
員
（
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
）
養
成
講
座
（
２
級
課
程
）
の

受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。
▼
と
き
＝
八

月
十
八
日
貉
〜
十
一
月
二
十
六
日
貊
ま

で
の
期
間
一
三
五
時
間
▼
日
程
＝
講
義

八
月
十
八
日
〜
十
月
八
日
（
土
・
日
・

祝
は
除
く
）
実
習
十
月
十
三
日
〜
十
一

月
二
十
五
日
の
間
で
五
日
間
（
日
程
に

つ
い
て
は
講
師
の
都
合
等
に
よ
り
変
更

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）
▼
と
こ
ろ
＝

泉
南
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
あ
い
ぴ

あ
泉
南
）
他
▼
対
象
＝
笊
〜
笘
全
て
に

該
当
す
る
方
笊
泉
南
市
内
在
住
で
訪
問

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
従
事
す
る
こ
と

を
希
望
す
る
方
、
従
事
す
る
こ
と
が
確

定
し
て
い
る
方
又
は
既
に
従
事
し
て
い

る
方
笆
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
全
課
程
を
指

定
さ
れ
た
日
時
、
場
所
で
受
講
で
き
る

方
笳
昭
和
二
十
四
年
四
月
一
日
以
降
に

生
ま
れ
た
方
笘
自
転
車
に
乗
れ
る
方
▼

定
員
＝
三
十
名
（
応
募
多
数
の
場
合
、

公
開
抽
選
し
ま
す
）
▼
参
加
費
＝
受
講

料
（
三
〇
、
〇
〇
〇
円
）
テ
キ
ス
ト
代

（
六
、
一
〇
〇
円
）
そ
の
他
実
習
に
か

か
る
交
通
費
等
は
自
己
負
担
▼
申
込

み
・
問
合
せ
＝
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・

氏
名
・
生
年
月
日
・
電
話
番
号
・
３
級

課
程
修
了
者
は
修
了
年
月
日
、
修
了
証

書
番
号
と
訪
問
介
護
員
養
成
講
座
受
講

希
望
と
記
入
の
上
、
七
月
十
五
日
貅
当

日
消
印
有
効
。
〒
五
九
〇
・
〇
五
二
一

泉
南
市
樽
井
一
・
八
・
四
七
泉
南
市
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
泉
南
市
社
会
福
祉

協
議
会
ま
で
。（
日
程
表
希
望
の
方
は

事
務
局
ま
で
取
り
に
来
て
く
だ
さ
い
）

（
薀
祗
１
０
２
７
）

泉
南
歴
史
研
究
会
で
は
、
男
里
の
ま

ち
な
か
の
史
跡
と
歴
史
を
、
男
里
の
郷

土
史
研
究
家
故
谷た
に

美
光

は
る
み
つ

氏
の
研
究
成

果
を
紹
介
し
な
が
ら
学
習
し
ま
す
。
▼

と
き
＝
七
月
十
日
貍
午
前
九
時
樽
井
駅

集
合
（
雨
天
時
は
十
七
日
貍
に
順
延
）

▼
コ
ー
ス
＝
樽
井
駅→

樽
井
山
之
井

や
ま
の
い→

旧
役
場
跡→

浜
天
神

は
ま
て
ん
じ
ん→

男
里
道
祖
神

ど
う
そ
じ
ん→

ま
ち
な
か
の
史
跡
・
寺
院
・
神
社
等→

樽
井
駅
（
全
行
程
約
４
㎞
）
▼
参
加

費
＝
五
〇
〇
円
（
会
員
は
三
〇
〇
円
）

当
日
受
付
▼
携
行
品
＝
弁
当
、
水
筒
等

▼
申
込
み
＝
電
話
で
七
月
九
日
貊
ま
で

に
片
木
　
雅
美
さ
ん
方
泉
南
歴
史
研
究

会
事
務
局
（
薀
祗
５
６
７
１
）
へ
▼
問

合
せ
＝
生
涯
学
習
課
（
内
線
二
四
七
）

泉
南
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
で

は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
心
構
え
等
を
学

習
す
る
入
門
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
心
の
あ
る
青
少
年
の

皆
さ
ん
、
一
緒
に
学
習
し
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
七
月
二
十
八
日
貉
午
前
十
時

〜
十
二
時
▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ

ー
▼
講
師
＝
笠
原
　
幸
子
さ
ん
（
四
天

王
寺
国
際
仏
教
大
学
）
▼
対
象
＝
十
二

歳
か
ら
二
十
五
歳
迄
の
青
少
年
（
中
学

生
以
上
）
▼
定
員
＝
二
十
名
（
応
募
多

数
の
場
合
抽
選
し
ま
す
）
▼
参
加
費
＝

無
料
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
電
話
・
ハ

ガ
キ
ま
た
は
、
E
メ
ー
ル
に
参
加
者
の

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
（
中
学
生
の

場
合
は
学
校
名
）
を
記
入
の
上
、
七
月

二
十
一
日
貉
必
着
。
〒
五
九
〇
・
〇
五

九
二
（
住
所
不
要
）
泉
南
市
教
育
委
員

会
生
涯
学
習
課
（e-m

ail:sy
ou
g
ai

@
city.sennan.lg.jp

／
内
線
二
一
七
）

A
B
C
委
員
会
で
は
、
壊
れ
た
お
も

ち
ゃ
を
直
す
「
お
も
ち
ゃ
の
病
院
」
を

開
院
。
▼
と
き
＝
七
月
二
十
四
日
貍
〜

十
二
月
二
十
五
日
貍
迄
の
毎
月
第
四
土

曜
日
（
全
六
回
）
午
前
十
時
〜
午
後
三

時
▼
と
こ
ろ
＝
樽
井
区
民
セ
ン
タ
ー
二

階
▼
費
用
＝
無
料
（
部
品
交
換
等
の
実

費
は
頂
き
ま
す
。）
▼
そ
の
他
＝
診
断

し
て
直
せ
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。
▼

問
合
せ
＝
生
涯
学
習
課
（
内
線
二
四
七
）

泉
南
市
文
化
協
会
で
は
、
七
月
文
化

サ
ロ
ン
と
し
て
男
里
浜
干
潟
と
野
鳥
観

察
、
リ
サ
イ
ク
ル
工
場
見
学
会
を
開
催

し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
▼

と
き
＝
七
月
二
十
七
日
貂
午
前
十
時
集

合
▼
と
こ
ろ
＝
温
水
プ
ー
ル
前
（
さ
わ

や
か
バ
ス
ご
利
用
の
場
合
樽
井
駅
前
発

九
時
十
六
分
、
五
十
九
分
着
）
▼
講

師
＝
中
村
　
進
さ
ん
（
泉
南
高
校
教
諭
）

▼
参
加
費
＝
無
料
▼
申
込
み
＝
不
要
▼

問
合
せ
＝
生
涯
学
習
課
（
内
線
二
四
七
）
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親
子
土
器
づ
く
り

教
室

お
ね
え
さ
ん
の

紙
芝
居

夏
休
み
子
ど
も

手
作
り
紙
芝
居
教
室

訪
問
介
護
員
養
成
講

座
受
講
生
募
集

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
講
座

に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

「
男
里
の
ま
ち
」
を

歩
こ
う
会
を
開
催

お
も
ち
ゃ
の
病
院

せ
ん
な
ん
歴
史

た
ん
け
ん
隊

七
月
文
化
サ
ロ
ン
を

開
催
し
ま
す

～～平和を願う音楽会～を開催します
ABC委員会国際交流事業

ABC委員会では、音楽を通じて世界の幸せ

と平和を願う音楽会を開催します。地雷のレ

プリカ展示も行います。どうぞご家族でお越

しください。

▼とき＝７月３１日貍午後１時半～３時

▼ところ＝泉南市総合福祉センター１階大会

議室▼出演者＝TONIKA、サザンスプリング、

泉南市少年少女合唱団、五右衛門、すずめの

お宿、上井　滋子

▼定員＝５０名（先着順）▼参加費＝無料

▼申込み・問合せ＝電話で７月５日豺～７月

２３日貊まで受付。ABC委員会国際交流事業

部事務局（政策推進課／内線２８７）

遊泳時間



告
を
行
っ
た
場
合
等
も
負
担
割
合
が
変

更
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
▼
問
合

せ
＝
生
活
福
祉
課
（
内
線
三
一
〇
）

▼
内
容
＝
市
の
委
託
業
者
が
利
用
者

宅
を
訪
問
し
、
ふ
と
ん
を
引
き
取
り
、

丸
洗
い
後
に
配
送
し
ま
す
▼
対
象
＝
次

の
笊
笆
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
方

（
笊
六
十
五
歳
以

上
で
在
宅
の
単
身

世
帯
ま
た
は
高
齢

者
の
み
の
世
帯
笆

要
介
護
認
定
で
要

介
護
度
１
以
上
の

方
）
▼
丸
洗
い
で

き
る
ふ
と
ん
の
種

類
と
費
用
＝
敷
き
ふ
と
ん
（
二
〇
〇
円
）、

掛
け
ふ
と
ん
（
二
〇
〇
円
）、
毛
布
（
一

〇
〇
円
）
※
羊
毛
・
羽
毛
ふ
と
ん
、
こ

た
つ
ふ
と
ん
は
除
く
▼
申
込
み
＝
七
月

三
十
日
貊
ま
で
に
、
お
電
話
で
高
齢
障

害
福
祉
課
へ
▼
問
合
せ
＝
高
齢
障
害
福

祉
課
（
内
線
三
〇
七
・
三
〇
四
）

泉
南
市
障
害
者
福
祉
の
手
引
き
に
掲

載
し
て
い
ま
す
障
害
者
に
対
す
る
水
道

料
金
の
減
免
に
つ
き
ま
し
て
、
身
体
障

害
者
手
帳
一
級
二
級
所
持
者
が
対
象
と

掲
載
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
身
体
障
害

者
手
帳
一
級
所
持
者
の
誤
り
で
し
た
の

で
、
お
詫
び
と
訂
正
を
い
た
し
ま
す
。
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高
齢
者
の
布
団

洗
濯
サ
ー
ビ
ス

障
害
福
祉
の
手
引
き

訂
正
に
つ
い
て

毎月第3木曜日 
午後2時～4時 

笊毎月第1・4金曜日 
　午後1時～4時 
笆毎月第２水曜日 
　午後6時～9時 

笊は人権推進部 
　相談室 
笆は樽井公民館 

人権ふれあい 
センター内 
人権協会 

人権推進課 
薀83-0001 
（内線270） 

7月1日、8日、22日貅 
午前9時15分～11時45分 
※申込みは実施日前日にお電話 
　で午前9:00から先着10人受付 

市役所別館 
一階会議室 

市役所別館 
一階会議室 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

法律相談 

行政相談 
家庭児童 
　　相談室 
薀85-1586

児童相談 

知的障害者相談 

市役所 
児童福祉課 

児童福祉課 
薀83-0001 
（内線242） 

家庭児童 
　　相談室 
薀85-1586

高齢障害福祉課 
薀83-0001 
（内線288） 

母子相談 

毎月第3金曜日 
午後2時～4時 

社会福祉 
　　協議会 
薀82-1027

心配ごと相談 毎週木曜日 午前9時～正午 

毎月第4金曜日 
午前9時半～正午 

月～金曜日 
執務時間中 

教育相談室 教育相談室 
薀83-3755

人権協会 
薀85-1401

農業委員会事務局 
薀83-0001 
（内線551） 

教育相談 
月～金曜日の 
　午前10時～ 
　午後４時 

月～金曜日の 
午前10時～午後4時 
来所の場合は要予約 

女性相談 

農事相談 

進路支援（奨学金等）相談 

毎月第2木曜日 
午後1時～4時 

月～金曜日 
執務時間中 

人権推進部 
相談室 

毎月第3水曜日 
午後1時～4時 

市役所 
市民相談室 

人権推進課 
薀83-0001 
（内線270） 

人権相談 

市役所別館 
消費生活センター 

　市役所・別館 
　消費生活センター 
　（要電話予約） 

市役所別館 
地域振興課 

市役所 
市民相談室 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

消費者相談 

第2～4金曜日 
午後1時30分 
　～2時30分 

毎週月・木曜日 
午前9時 
～午後5時15分 
毎月第1・3 
木曜日午前10時～正午 
事前予約が必要です 

毎月第2・4 
金曜日 
午前10時～正午 

保健センター 保健センター 
薀82-7615健康相談 

月～金曜日 
執務時間中 

月～金曜日 
午後1時～4時 

市役所別館 
地域振興課 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

市民相談 

月～金曜日 
執務時間中 

人権ふれあいセンター内 
地域就労支援センター 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

地域就労支援センター 
薀85-1401 
薀83-6447

課税課 
薀83-0001 
（内線352） 

ハローワーク情報 

労働相談 

税の相談 

相談名 と　き ところ 問合せ 相談名 と　き ところ 問合せ 

子ども相談 
（家庭児童相談） 

毎週月曜・坂口医師 
毎月第2、4木曜・ 
　　　　　西森医師 
時間は午後1時半～3時 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　センター内 

総合福祉 
センター 
薀85-0707健康相談 

高齢者・障害者のための 

就労支援相談 

市の主な行事を 
いつでもお聞き 
いただけます 

テレフォンサービス 
薀 
82－4111

国による社会実験の一環として、関空連絡橋

料金が次の期間中、割引になります。ご旅行に、

又関空内でのイベント参加に、ぜひ関空へお越

しください。

▼期間＝▽平成１６年７月１日～平成１６年１

０月３１日普通車１，７３０円が９００円に

（往復）▽平成１６年１１月１日～平成１７年２

月２８日普通車１，７３０円が１，１００円に

（往復）

※詳細については、ホームページをご覧くださ

い。htttp://www.kansai-

airport.or.jp▼問合せ＝▽社

会実験に関しては、社会実

験協議会薀碚－２５３９▽

通行料金に関しては、道路

管理所薀碚－２２７８　

関西国際空港情報：№50

関空連絡橋通行料金、引き下げ！

自
営
業
者
や
学
生
、
無
職
の
人
等
、

国
民
年
金
の
第
一
号
被
保
険
者
の
皆
さ

ん
は
、
ご
自
身
で
保
険
料
を
納
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
保
険
料
を

納
め
る
の
が
困
難
な
時
に
は
、
保
険
料

が
免
除
（
全
額
免
除
、
半
額
免
除
）
さ

れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
（
所
得
制
限
あ

り
）。
免
除
期
間
は
、
七
月
（
ま
た
は
申

請
月
の
前
月
）
か
ら
翌
年
の
六
月
で
す
。

ま
た
、
学
生
の
方
に
は
、
学
生
納
付
特

例
制
度
が
あ
り
ま
す
（
所
得
制
限
あ
り
）。

対
象
者
は
大
学
、
短
大
、
大
学
院
、
高

等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
、
夜
間
部
、

定
時
制
及
び
通
信
制
課
程
の
学
生
で
す

（
い
ず
れ
も
二
十
歳
以
上
）。
特
例
期
間

は
四
月
（
ま
た
は
申
請
月
の
前
月
）
か

ら
翌
年
三
月
で
す
。
な
お
、
こ
れ
ら
の

制
度
は
毎
年
届
出
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

将
来
の
年
金
額
を
増
や
す
た
め
に
免
除

や
学
生
納
付
特
例
を
受
け
た
月
以
降
、

十
年
以
内
で
あ
れ
ば
さ
か
の
ぼ
っ
て
保

険
料
を
納
付
（
追
納
）
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
▼
問
合
せ
＝
国
保
年
金
課

（
内
線
二
五
五
）

交
通
事
故
な
ど
第
三
者
か
ら
傷
害
を

受
け
て
医
療
機
関
で
受
診
す
る
場
合
で

も
、
国
民
健
康
保
険
を
使
用
し
て
治
療

を
受
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
た
だ
し
、
医
療
費
は
本
来
加
害
者

が
負
担
す
べ
き
も
の
な
の
で
、
国
民
健

康
保
険
が
一
時
的
に
立
て
替
え
払
い
を

し
て
、
後
日
加
害
者
（
あ
る
い
は
自
動

車
保
険
）
に
請
求
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
交
通
事
故
に
あ
っ
た
と
き
は
す
ぐ

に
国
民
健
康
保
険
の
窓
口
に
届
け
出
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
著
し
く
被
害
者
の

過
失
が
大
き
い
場
合
（
酒
酔
・
無
免

許
・
そ
の
他
交
通
法
規
違
反
）
等
は
保

険
診
療
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
届
け
出

に
必
要
な
も
の
は
保
険
証
・
印
鑑
・
交

通
事
故
証
明
書
が
必
要
で
す
。

▼
示
談
は
慎
重
に
！

示
談
の
成
立
後
は
、
示
談
の
取
り
決
め

が
優
先
す
る
こ
と
が
あ
り
、
立
て
替
え

払
い
後
に
加
害
者
に
請
求
す
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
加
害
者
か
ら
治
療
費
を
受
け
取
っ

て
い
る
場
合
も
国
民
健
康
保
険
を
使
っ

た
治
療
は
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
国
保
年
金
課

（
内
線
三
八

〇
、
二
九
一
）

ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
持
つ
子
ど
も
た

ち
に
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
を
開
催
し
ま
す
。

参
加
さ
れ
る
子
ど
も
達
、
当
日
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

▼
と
き
＝
笊
八
月
七
日
貍
午
後
一
時
〜

九
時
笆
八
月
十
日
貂
午
前
十
時
〜
十
二

時▼
と
こ
ろ
＝
笊
鳴
滝
プ
ー
ル
及
び
デ
イ

セ
ン
タ
ー
せ
ん
な
ん

笆
サ
ン
エ
ス
温
水
プ
ー
ル

▼
内
容
＝
笊
プ
ー
ル
遊
び
、
回
転
寿
司
、

よ
さ
こ
い
ソ
ー
リ
ャ
等
笆
プ
ー
ル
遊
び

▼
申
込
・

問
合
せ
＝

七
月
十
五

日
貅
ま
で

に
、
デ
イ

セ
ン
タ
ー

せ
ん
な
ん

ま
で
（
薀

祟
３
０
８
２
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
希
望
者

は
泉
南
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
薀
祗
１

０
２
７
）

現
在
、
老
人
保
健
医
療
受
給
者
の
方

の
医
療
機
関
で
の
負
担
割
合
は
、
老
人

保
健
法
の
規
定
に
よ
り
、
収
入
（
所
得
）

状
況
に
応
じ
、
一
割
（
一
般
）
ま
た
は

二
割
（
一
定
以
上
所
得
者
）
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
負
担
割
合
は
毎
年
の
収

入
（
所
得
）
状
況
に
よ
り
年
次
判
定
さ

れ
、
毎
年
八
月
一
日
よ
り
負
担
割
合
が

変
更
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
今
年

度
の
年
次
判
定
に
よ
り
、
負
担
割
合
が

変
更
と
な
る
方
に
は
、
七
月
末
ま
で
に

新
医
療
証
が
送
付
さ
れ
ま
す
。（
負
担
割

合
に
変
更
が
な
い
方
に
は
送
付
さ
れ
ま

せ
ん
。）
な
お
、
原
則
と
し
て
、
今
年
度

の
年
次
判
定
に
お
い
て
二
割
負
担
と
な

る
方
は
、
平
成
十
六
年
度
の
所
得
状
況

（
平
成
十
五
年
中
の
収
入
に
対
す
る
も

の
）
が
次
に
該
当
す
る
方
で
す
。
▽
同

一
世
帯
の
七
十
歳
以
上
の
方
、
及
び
老

人
保
健
医
療
受
給
者
の
中
で
、
住
民
税

に
か
か
る
課
税
対
象
所
得
が
１
２
４
万

円
以
上
の
方
が
い
る
場
合
。（
こ
の
場
合
、

当
該
人
と
同
一
世
帯
の
老
人
保
健
医
療

受
給
者
の
方
全
て
が
二
割
負
担
と
な
り

ま
す
）
※
年
次
判
定
後
に
、
負
担
割
合

の
判
定
対
象
と
な
る
世
帯
員
が
異
動
し

た
り
、
収
入
（
所
得
）
に
係
る
修
正
申
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老
人
保
健
医
療
受
給
者

の
方
へ

国
民
年
金
保
険
料
の

免
除
制
度
に
つ
い
て

交
通
事
故
の
時
は

国
民
健
康
保
険
に
届
出
を

在
第
二
十
一
回
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

夕
涼
み
会
開
催



は
、
微
量
の
鉛
が
溶
出
す
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
通
常
の
使
用
状
況
で
は
心
配
あ

り
ま
せ
ん
が
、
念
の
た
め
朝
一
番
や
長
い

時
間
、
家
を
留
守
に
し
た
場
合
な
ど
は
、

最
初
の
水
（
バ
ケ
ツ
一
杯
程
度
）
を
飲
み

水
以
外
に
使
用
す
る
こ
と
を
お
す
す
め
し

ま
す
。
▼
問
合
せ
＝
水
道
部
工
務
課
　
薀

祟
２
０
９
０

各
家
庭
に
供
給
し
て
い
る
水
道
水
は
、

塩
素
処
理
を
し
て
い
ま
す
の
で
安
心
し
て

飲
む
こ
と
や
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
し
か
し
、
貯
水
槽
水
道
の
場
合
に
は
、

管
理
を
怠
る
と
水
が
汚
染
さ
れ
、
思
わ
ぬ

事
故
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
貯

水
槽
水
道
と
は
、
水
道
水
を
い
っ
た
ん
受

水
槽
や
高
架
水
槽
に
貯
め
て
か
ら
、
各
階

に
給
水
す
る
ビ
ル
や
マ
ン
シ
ョ
ン
の
給
水

シ
ス
テ
ム
で
貯
水
槽
水
道
の
所
有
者
や
管

理
者
は
、
定
期
的
に
点
検
・
清
掃
・
水
質

検
査
等
を
実
施
し
、
常
に
衛
生
的
な
水
の

供
給
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。
▼
問
合
せ
＝

水
道
部
工
務
課
　
薀
祗
６
５
５
１

計
量
法
施
行
令
第
十
八
条
に
よ
り
水
道

メ
ー
タ
ー
の
有
効
期
間
は
八
年
と
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
の
で
、
水
道
部
で
は
有
効
期

間
満
了
ま
で
に
水
道
メ
ー
タ
ー
を
交
換
し

て
い
ま
す
。
交
換
時
期
は
七
月
か
ら
翌
年

三
月
の
期
間
に
行
い
、
該
当
す
る
ご
家
庭

に
は
「
量
水
器
取
替
通
知
書
」
を
送
付
し

ま
す
。
交
換
作
業
は
泉
南
市
管
工
事
業
協

同
組
合
加
盟
の
水
道
業
者
が
お
伺
い
し
ま

す
の
で
、
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。
▼
問

合
せ
＝
水
道
部
工
務
課
薀
祗
６
５
５
１

昨
年
、
府
内
の
淀
川
を
始
め
、
全
国
的

に
発
生
し
ま
し
た
コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル

ス
病
が
、
水
温
の
上
昇
と
と
も
に
、
再
び

発
生
す
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。

コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
病
ま
ん
延
の
防

止
の
た
め
、
大
阪
府
内
水
面
漁
場
管
理
委

員
会
か
ら
漁
業
法
に
基
づ
く
委
員
会
指
示

が
出
さ
れ
ま
し
た
。
笊
大
阪
府
の
区
域
内

の
公
共
の
用
に
供
す
る
内
水
面
及
び
こ
れ

と
連
接
し
て
一
体
を
な
す
水
面
に
お
い
て

コ
イ
を
持
ち
出
し
、
他
の
水
域
へ
放
流
す

る
こ
と
の
禁
止
。
笆
▽
府
内
の
天
然
水
域

に
コ
イ
群
を
放
流
時
に
は
、
事
前
に
ウ
イ

ル
ス
検
査
（
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
）
を
行
い
、
陰

性
の
確
認
を
義
務
づ
け
る
。
▽
府
内
の
天

然
水
域
に
、
生
死
を
問
わ
ず
コ
イ
の
投
棄

禁
止
。
笳
委
員
会
指
示
の
期
間
は
、
平
成

十
六
年
四
月
三
十
日
〜
平
成
十
七
年
三
月

三
十
一
日
。
な
お
、
委
員
会
指
示
に
従
わ

な
い
場
合
は
、
漁
業
法
の
規
定
に
よ
り
罰

せ
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
▼
問
合

せ
＝
大
阪
府
水
産
課
漁
業
振
興
グ
ル
ー
プ

薀
０
６
・
６
９
４
１
・
０
３
５
１

自
宅
や
事
務
所
で
国
税
の
申
告
や
納
税

等
が
で
き
る
よ
う
に
な
る「
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
」

が
六
月
一
日
か
ら
全
国
で
運
用
を
開
始
し

て
い
ま
す
。▼
利
用
手
続
き
＝
▽
所
得
税
、

法
人
税
及
び
消
費
税
に
係
る
申
告
▽
全
税

目
の
納
税
▽
申
請
、
届
出
等
▼
利
用
で
き

る
方
＝
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
で
き
る

環
境
を
お
持
ち
の
方
で
、
電
子
署
名
用
の

電
子
証
明
書
を
取
得
し
て
い
る
方
。
▼
問

合
せ
＝
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
薀
０
５
７
０
・
０

１
５
９
０
１
（
平
日
の
午
前
九
時
か
ら
午

後
五
時
）
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジh

ttp
://w

w
w

.e-tax.nta.go.jp

七
月
十
九
日
豺
の
祝
日
に
伴
い
、
可
燃
ご

み
の
収
集
日
を
一
部
変
更
し
ま
す
。

※
祝
日
の
あ
る
月
は
、
可
燃
ご
み
の
収
集

日
を
振
り
替
え
て
行
い
ま
す
。
収
集
日
程

カ
レ
ン
ダ
ー
を
確
認
し
、
収
集
日
当
日
の

午
前
九
時
ま
で
に
決
め
ら
れ
た
場
所
に
、

分
別
し
て
出
す
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
清
掃
課
（
薀
祟
５
８
７
５
）

13

貯
水
槽
水
道
の
管
理
は

適
切
で
す
か

水
道
メ
ー
タ
ー
交
換
の

お
知
ら
せ

コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス

（
Ｋ
Ｈ
Ｖ
）
病
ま
ん
延
防
止
策

国
税
電
子
申
告

納
税
シ
ス
テ
ム

ご
み
収
集
日
の

お
知
ら
せ

収
集
地
域 

月
・
木 

七
月
十
九
日
豺 

七
月
二
十
日
貂 

七
月
二
十
一
日
貉 

七
月
二
十
日
貂 

火
・
金 

ご
み
収
集
が 

休
み
の
日 

振
り
替
え 

収
集
の
日 

　 　 　 　 珈 玳 珎
玻 笙 笞 珮 珞 璢 琅
瑯 笄 筍 琲 琺 瑕 琿
瑟 筴 筧 筰 瑩 瑰 瑣
瑪 箘 箟 璋 璞 璧 瓊
珈 笆 笳 玻 珀 珥 珮  

7月1日～8月7日・薀祚２６２７ 
□‥‥開館日 
●‥‥休館日 
※受付時間 
（午前9:15～午後7:00） 
※利用料金 
▽大　人　＝　500円 
▽高校生　＝　300円 
▽小・中学生＝200円 
▽高齢者　＝　250円 

　　　　珈玳珎
玻縉笞珮珞璢琅
瑯縹筍琲琺瑕琿
瑟瑙筧筰筱瑰瑣
瑪繼箟璋璞璧瓊
珈縒笳玻珀珥珮  

　 　　　珈玳珎
玻縉笞珮珞璢琅
瑯縹筍琲琺瑕琿
瑟筴筧筰瑩瑰瑣
瑪繼箟璋璞璧瓊
珈縒笳玻珀珥珮  

※体育館をご利用いただく場合は、 
　必ず、上ぐつをご持参ください 

7月1日～8月7日・薀祗１０００ 

軆健康＆体力づくり躱の第一歩は、 
　　　　軆温水プール躱からはじめましょう！ 

※開館時間は、午前9時～午後10時 
　（早く閉館する場合があります） 

7月1日～8月7日・薀祟４３６１ 

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当

を
受
給
し
て
い
る
人
は
、
毎
年
八
月
に
現

況
届
・
所
得
状
況
届
を
提
出
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
七
月
下
旬
（
特
別
児
童

扶
養
手
当
に
つ
い
て
は
八
月
上
旬
）
に
通

知
書
を
送
り
ま
す
の
で
、
通
知
書
に
記
載

し
て
い
る
書
類
を
持
っ
て
、
所
定
の
期
日

ま
で
に
児
童
福
祉
課
へ
お
越
し
く
だ
さ
い

（
郵
便
不
可
）。
な
お
、
届
け
が
遅
れ
た
り
、

届
け
を
し
な
か
っ
た
と
き
は
、
手
当
を
受

け
る
の
が
遅
れ
た
り
、
受
け
ら
れ
な
く
な

っ
た
り
し
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
児
童
扶
養
手
当
＝
母
子
家
庭
等
で
、
十

八
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
三
月
三

十
一
日
ま
で
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
母

親
等
に
支
給
し
ま
す
▼
特
別
児
童
扶
養
手

当
＝
二
十
歳
未
満
で
精
神
ま
た
は
身
体
に

障
害
の
あ
る
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
に

支
給
し
ま
す
。
▼
問
合
せ
＝
児
童
福
祉
課

（
内
線
三
二
五
）

現
況
届
は
、
引
き
続
き
年
金
を
受
け
る

た
め
の
大
切
な
届
で
す
。
老
齢
基
礎
年
金

等
の
受
給
者
は
誕
生
月
で
す
が
、
次
の
年

金
を
受
け
て
い
る
方
は
七
月
と
な
っ
て
い

ま
す
。
▼
現
況
届
の
必
要
な
年
金
の
種

類
＝
▽
二
十
歳
前
の
障
害
に
よ
る
障
害
基

礎
年
金
▽
旧
障
害
福
祉
年
金
か
ら
切
り
替

わ
っ
た
障
害
基
礎
年
金
▽
旧
母
子
福
祉
年

金
と
旧
準
母
子
福
祉
年
金
か
ら
切
り
替
わ

っ
た
遺
族
基
礎
年
金
。
七
月
初
め
に
現
況

届
の
用
紙
（
ハ
ガ
キ
）
が
届
き
ま
す
の
で
、

必
ず
七
月
三
十
日
ま
で
に
国
保
年
金
課
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
平
成
十
六
年
一
月

二
日
以
降
、
他
の
市
町
村
か
ら
転
入
さ
れ

た
方
は
、
前
住
所
地
の
所
得
証
明
書
が
必

要
で
す
。
障
害
の
程
度
を
確
認
す
る
た
め

診
断
書
の
提
出
を
必
要
と
す
る
受
給
者
に

は
「
診
断
書
」
が
現
況
届
と
併
せ
て
送
付

さ
れ
ま
す
。
診
断
書
は
七
月
中
に
医
師
の

診
断
を
受
け
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
現
況

届
の
提
出
が
遅
れ
ま
す
と
、
年
金
の
支
払

い
が
一
時
差
止
め
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。
▼
問
合
せ
＝
国
保
年
金
課

（
内
線
二
五
五
）

「
た
と
え
精
神
障
害
が
あ
っ
て
も
、
住

み
慣
れ
た
地
域
で
当
た
り
前
に
生
き
た

い
」、
そ
ん
な
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
を
お
持
ち
の
方
や
そ
の
家
族
の
方
が
、

地
域
で
暮
ら
し
や
す
い
よ
う
に
、
相
談
に

応
じ
た
り
、
必
要
な
助
言
を
行
う
、
身
近

な
相
談
員
さ
ん
が
お
ら
れ
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
但
し
、
事
前
予
約

が
必
要
で
す
。
▼
相
談
員
＝
長
島
　
陽
一

さ
ん
・
佐
久
間
　
知
子
さ
ん

▼
予
約
・
問
合
せ
＝
高
齢
障
害
福
祉
課

（
内
線
三
〇
九
）

移
動
図
書
館
・
か
し
の
き
号
は
、
お
と

な
の
本
と
子
ど
も
の
本（
約
二
六
〇
〇
冊
）

を
積
ん
で
、
市
内
十
二
カ
所
の
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
を
月
に
二
回
ず
つ
巡
回
し
て
い
ま

す
。
か
し
の
き
号
で
は
、
お
一
人
に
つ
き

八
冊
ま
で
本
を
借
り
て
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。
巡
回
場
所
、
日
時
は
下
記
巡

回
日
程
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
但
し
、
大

雨
洪
水
警
報
発
令
時
等
、
気
象
状
況
に
よ

り
、巡
回
を
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
本
を
借
り
ら
れ
る
方
は
、
図
書

館
の
貸
出
券
が
必
要
で
す
。
お
持
ち
で
な

い
方
は
、
住
所
の
確
認
で
き
る
も
の
（
免

許
証
、
保
険
証
、
泉
南
市
民
証
、
本
人
宛

に
届
い
た
手
紙
等
）を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
八
月
の
か
し
の
き
号
の
巡
回
は
、
車
両

点
検
・
整
備
及
び
図
書
整
備
の
た
め
運
休

い
た
し
ま
す
。
運
休
期
間
中
は
、
図
書
館

本
館
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
▼
問
合
せ
＝

図
書
館
（
薀
祗
７
７
６
６
）

泉
南
市
の
水
道
水
は
、
飲
み
水
と
し
て

の
水
質
基
準
を
十
分
に
満
た
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
朝
一
番
や
長
い
時
間
、
水

道
水
を
使
用
し
な
か
っ
た
場
合
は
、
消
毒

の
た
め
の
塩
素
濃
度
が
低
下
し
た
り
、
給

水
管
に
鉛
管
が
使
わ
れ
て
い
る
ご
家
庭
で
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大
阪
府
精
神
障
害
者

相
談
員

か
し
の
き
号
か
ら
の

お
知
ら
せ

朝
一
番
の
水
道
水
は

飲
み
水
以
外
に

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児

童
扶
養
手
当
に
つ
い
て

障
害
基
礎
年
金
受
給
者

の
の
皆
さ
ん
へ

鳴滝第２小学校 

楠台１号公園 

サンハイツ和泉砂川 

ファミール南大阪 

関空山の手台 

砂川老人集会場 

青少年センター 

一丘団地 

ルナりんくう 

八幡山自治会館 

浜老人集会場 

西信達公民館 

7月 8月 
2:00～ 
2:45

2:00～ 
2:45

2:00～ 
2:30

3:15～ 
4:00

3:15～ 
4:00

3:00～ 
4:00

2:00～ 
2:30

2:00～ 
2:45

2:00～ 
2:45

3:00～ 
4:00

3:00～ 
3:45

3:00～ 
4:00

7月1日～8月7日・薀祗７７６６ 

贓 

贓 

賍 

賍 

贔 

贔 

贓 

贓 

賍 

賍 

贔 

贔 

⑦ 澡 
⑦ 澡 
① 澎 
① 澎 
滷 澑 
滷 澑 

8月 

 
  
  
  
  
  

  
  
  
  
  
  

7月 

潘 濬 
潘 濬 
潯 澤 
潯 澤 
潛 澹 
潛 澹 

●は土曜日の巡回です 

巡
回
は
お
休
み
で
す 

巡
回
は
お
休
み
で
す 

　　　　珈玳珎
玻笙珥珮珞璢琅
瑯笄珸琲琺瑕琿
瑟筴筧瑜瑩瑰瑣
瑪箘瑾璋璞璧箋
珈笆珎玻珀珥珮  



泉
南
清
掃
事
務
組
合
で
は
、
地
球
温
暖
化

は
、
地
球
環
境
と
私
た
ち
の
生
活
に
甚
大
な

被
害
が
及
ぶ
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
温

室
効
果
ガ
ス
の
排
出
抑
制
等
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
施
設
で
は
焼
却
炉
の
効
率
運
転
、

温
水
プ
ー
ル
の
余
熱
利
用
の
向
上
、
リ
サ
イ

ク
ル
の
促
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。
平
成
十
五

年
度
で
は
、
市
民
に
よ
る
そ
の
他
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
分
別
拡
大
に
よ
り
、

ご
み
減
量
化
が
促
進
さ
れ
ご
み
焼
却
に
伴
っ

て
発
生
す
る
二
酸
化
炭
素
が
削
減
さ
れ
ま
し

た
。
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
（tC

O
2

）
対
策

実
行
計
画
排
出
量
１
５
、
６
５
２
実
績
排
出

量
１
４
、
９
４
４
▼
問
合
せ
＝
泉
南
清
掃
事

務
組
合
　
薀
祚
０
５
８
１

平
成
十
五
年
八
月
号
広
報
せ
ん
な
ん
に
て

お
知
ら
せ
し
て
お
り
ま
し
た
尋
春
橋
の
改
修

工
事
に
つ
い
て
、
工
事
期
間
が
変
更
に
な
り

ま
し
た
。
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
の
期
間
変
更

に
伴
い
、
次
の
と
お
り
通
行
規
制
を
実
施
し

ま
す
の
で
、
他
の
道
路
へ
の
迂
回
等
、
市
民

の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
▼
期
間
＝
平
成
十
六
年
七
月
中
旬
〜
平

成
十
八
年
三
月
末
▼
場
所
＝
Ｊ
Ｒ
阪
和
線
を

横
断
す
る
橋
梁
（
尋
春
橋
）
区
間
（
左
の
略

図
）
▼
通
行
禁
止
＝
自
動
車
、
自
動
二
輪
車
、

原
動
機
付
自
転
車
の
通
行
は
で
き
ま
せ
ん
。

▼
通
行
可
能
＝
歩
行
者
、
自
転
車
は
仮
橋
を

設
置
し
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
▼

問
合
せ
＝
施
設
整
備
課
（
内
線
五
五
九
）

泉
南
市
が
泉
佐
野
市
、
阪
南
市
、
田
尻
町

及
び
岬
町
と
合
併
す
る
こ
と
の
賛
否
に
つ
い

て
市
民
の
み
な
さ
ん
の
意
思
を
確
認
す
る
た

め
に
住
民
投
票
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
市
民

の
皆
さ
ん
が
自
ら
市
町
村
合
併
に
つ
い
て
意

思
を
示
す
大
事
な
機
会
で
あ
り
、
泉
南
市
の

将
来
を
判
断
す
る
大
切
な
投
票
で
す
。
あ
な

た
の
一
票
が
泉
南
市
の
将
来
を
変
え
る
重

要
な
一
票
と
な
り
ま
す
の
で
、
自
ら
の
こ

と
と
考
え
て
、
自
分
の
意
思
を
示
す
た
め

に
も
、
ぜ
ひ
投
票
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

▼
投
票
日
時

八
月
二
十
二
日
豸
午
前
七
時
〜
午
後
八
時

▼
投
票
で
き
る
人

投
票
日
に
泉
南
市
に
住
所
が
あ
り
次

の
年
齢
・
住
所
要
件
に
該
当
す
る
人

▽
年
齢
要
件

昭
和
六
十
一
年
八
月
二
十
三
日
以
前
（
八

月
二
十
三
日
を
含
む
）
に
生
ま
れ
た
①
日

本
国
民
、
滷
永
住

外
国
人

▽
住
所
要
件

平
成
十
六
年
八
月

二
十
二
日
現
在
、

引
き
続
い
て
三
ヶ

月
以
上
泉
南
市
に

住
所
を
有
す
る
人

▼
投
票
用
紙
の
方
法

一
人
一
票
の
秘
密
投
票
と
し
、
投
票
用
紙

の
選
択
肢
欄
の
一
つ
に
〇
印
を
付
け
て
く

だ
さ
い

▼
投
票
の
場
所

指
定
の
投
票
所
に
な
り
ま
す
。
投
票
日
前

に
送
付
さ
れ
る
投
票
所
入
場
券
に
記
載
さ

れ
て
い
ま
す
。（
投
票
所
は
、
通
常
の
選

挙
と
同
様
で
す
。）

※
な
お
、
本
住
民
投
票
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
後
日
、
投
票
広
報
で
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
政
策
推
進
課（
内
線
二
八
七
）
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温
室
効
果
ガ
ス
削
減

対
策

市
場
長
慶
寺
砂
川
線

通
行
止
め
に
ご
協
力
を

住
民
投
票
を
行
い
ま
す

合
併
に
つ
い
て

の
意
思
を
問
う

　螳
螳螳
螳螳
螳螳
螳螳
螳

長慶寺 

一丘中学校蘆 
ＪＲ阪和線 

一丘団地 

大阪和泉泉南線 

蘆コンビニ 

砂川北 蜚
 

蜚 

市町村合併に関する市民説明会を開催します

本市では、昨年１１月に泉佐野市、阪南市、田尻町及び

岬町の３市２町で「泉州南合併協議会」を設置し、現在、

合併に向けた協議・調整を行っています。８月２２日の住

民投票を控えて、市では、みなさんの判断の一助とするた

めに、今までの合併協議会での協議経過を報告し、市町村

合併に対する理解を深めていただくとともに、新市のまち

づくりや市町村合併についての皆さんの意見等をお聞きす

るために、「市町村合併に関する市民説明会」を開催します

ので、ぜひ、多くの市民のみなさまの参加をお願いします。

一
般
家
庭
に
お
い
て
排
出
者
自
ら
に
よ
る

生
ご
み
の
堆
肥
化
を
促
進
し
、
ご
み
の
減
量

化
・
再
資
源
化
を
推
進
す
る
た
め
、
機
器
の

購
入
経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。
但
し
、

電
気
設
備
等
の
付
帯
設
備
費
用
は
補
助
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
補
助
金
額

は
、
機
器
購
入
価
格
の
二
分
の
一
以
内
に
相

当
す
る
金
額
と
し
、
二
万
円
を
限
度
と
し
ま

す
。
▼
問
合
せ
＝
清
掃
課
薀
祟
５
８
７
５

納
税
課
で
は
、
昼
間
留
守
が
ち
の
方
を
対

象
と
し
て
、
夜
間
納
税
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
電
話
で
の
相
談
も
実
施
し
ま
す
。
▼
と

き
＝
毎
月
十
日
（
土
日
祝
日
は
、
翌
執
務
日
）

相
談
時
間
は
午
後
５
時
半
か
ら
午
後
８
時
ま

で
▼
問
合
せ
＝
納
税
課
（
内
線
二
三
三
、
二

三
四
）

ご
み
出
し
は
結
構
た
い
へ
ん
。
収
集
日
を

間
違
え
た
り
、
忘
れ
た
り
・
・
・
。
そ
ん
な

不
便
を
メ
ー
ル
が
解
決
。
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

さ
え
登
録
し
て
お
け
ば
、
ご
指
定
の
時
間
に

ご
み
の
種
類
と
収
集
の
ご
案
内
の
メ
ー
ル
が

あ
な
た
に
届
き
ま
す
。

泉
南
市
ご
み
収
集
日

お
知
ら
せ
サ
ー
ビ

ス
「
ご
み
の
日
メ
ー
ル
」

は
ご
自
分
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

等
の
情
報
を
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
上
か
ら
登
録
す
る
こ
と
に
よ
り
、

ご
み
収
集
日
の
前
日
夕
方
、
ま
た
は
当
日
朝

に
収
集
日
で
あ
る
こ
と
を
お
知
ら
せ
す
る
メ

ー
ル
が
届
く
シ
ス
テ
ム
で
す
。
よ
く
忘
れ
が

ち
な
月
に
一
度
し
か
な
い
缶
・
び
ん
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
な
ど
の
収
集
日
を
メ
ー
ル
で
知
ら

せ
る
こ
と
に
よ
り
、
ご
み
の
出
し
忘
れ
を
防

ぐ
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
登
録

さ
れ
た
方
に
は
ご
み
収
集
日
の
案
内
の
他
、

災
害
緊
急
時
に
は
災
害
情
報
等
を
市
か
ら
メ

ー
ル
配
信
す
る
事
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

▼
利
用
方
法
＝
ご
自
分
の
携
帯
電
話
ま
た
は

パ
ソ
コ
ン
か
ら
受
付
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア

ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

携
帯
電
話
か
ら
は
こ
ち
ら
（h

ttp
://w

w

w
1.city.sennan.osaka.jp/g-m

ail/m
b/

）

パ
ソ
コ
ン
か
ら
は
こ
ち
ら
（http://w

w
w

1.city.sennan.osaka.jp/g-m
ail/pc/

）

▼
登
録
内
容
＝
ご
自
分
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、

配
信
時
間
帯
、
居
住
地
域

▼
費
用
＝
登
録
や
サ
ー
ビ
ス
は
無
料
で
す
。

た
だ
し
、
通
信
費
用
は
利
用
者
の
負
担
と
な

り
ま
す
。

▼
そ
の
他
＝
▽
登
録
者
が
多
数
の
場
合
、
受

付
を
制
限
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
▽
一
部

携
帯
電
話
か
ら
は
利
用
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
情
報
管
理
課
（
内
線
三
二
八

／e-m
ail:jyoukan@

city.sennan.lg.jp

）
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生
ご
み
処
理
機
購
入

補
助
金
交
付
に
つ
い
て

夜
間
納
税
相
談
を

実
施
し
ま
す

「
ご
み
の
日
メ
ー
ル
」

本
格
運
用
開
始
し
ま
し
た

ＪＲ新家駅の近く、新家公民館横の幼稚園が私たちの新家

幼稚園です。創立三十四周年を迎え、現在三十六名の子ども

達が、ワクワク・ドキドキ楽しい生活を送っています。新家

幼稚園では、保護者の方はもちろん地域の方のご協力を

得て子ども達の成長を願い、実体験や感動体験をモット

ーに次のような様々な遊びを展開しています。

笊幼稚園隣接の畑を活用し自然の中で存分に遊ぶ。

▽タマネギやジャガイモなど年間十種類以上の世話を通

して成長や収穫の喜びを感じ、その食材を使って会食の楽し

さを味わおう。

▽四季を通じいろいろな虫と出会い、その生態や生命の不思

議さ、尊さなどに気づこう。

▽六月は畑の一角を泥田の環境に設定し、心も体も開放しお

もいっきり遊びを楽しもう。

笆多くの方々と触れ合い、温かさや豊かな心を育む。

▽地域の方々（在園児の祖父母との交流・公共施設訪問・一

人暮らしの方々との交流・デイセンターとの交流など）と楽

しい遊びを通じ、やさしさやいたわりの気持ちの芽生えを大

切にしよう。

笳保育参加を通じて教師と保護者、保護者と子どもなど、園

の保育内容を理解しながらつながりを大切にする。

▽ＰＴＡ活動が盛んで全てのクラブに全員が所属し、部

長さんを中心としてオリジナルな活動を考え交流を深め

ていこう。

このような活動を通じ、保護者の方を中心として地域

の方々にも支えられながら、自然の宝庫である園の畑の

すばらしい環境を主に教育活動を行っています。又、〇歳児

から三歳児を対象とした子育て支援を行い、地域の子育てセ

ンター的な役割をにない多くの方が園内で交流しています。

夢がいっぱいつまっている新家幼

稚園で五感を働かせ、目をキラキ

ラさせながら遊びに夢中になって

いる子ども達に会いに来てくださ

い。多くの方々の新家幼稚園への

訪問を心からお待ちしています。

▼問合せ＝指導課（内線３５９）

工
事
期
間
中
の
交
通
規
制
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

合
併
に
つ
い
て
の
意
思
を

問
う
住
民

投
票
は
八
月
二
十
二
日

豸
に
決
定
し
ま
し
た
。



員
長
が
投
票
日
当
日
（
七
月
十
一
日
）、

投
票
所
を
閉
じ
る
時
刻
（
午
後
八
時
）
ま

で
に
各
投
票
所
へ
送
致
で
き
る
よ
う
、
お

早
め
に
郵
送
下
さ
い
。

▽
不
在
者
投
票
の
交
付
請
求
手
続
き

あ
ら
か
じ
め
申
請
し
、
交
付
を
受
け
た

「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」
を
添
え
て
、
投

票
日
の
四
日
前
（
七
月
七
日
）
ま
で
に
、

泉
南
市
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
に
対

し
、
投
票
用
紙
等
の
交
付
請
求
を
し
て
下

さ
い
。

▼
手
話
通
訳
者
の
派
遣

聴
覚
障
害
者
の
方
々
に
は
、
投
票
日
当
日

（
七
月
十
一
日
）
に
手
話
通
訳
者
を
市
役

所
に
配
置
し
ま
す
の
で
、
手
話
通
訳
を
ご

希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
（
当
日
で
も
可
）

に
泉
南
市
選
挙
管
理
委
員
会
ま
で
申
し
出

て
（
ご
予
約
）
く
だ
さ
い
。
ご
予
約
い
た

だ
い
た
時
間
帯
に
、
手
話
通
訳
者
を
投
票

所
に
派
遣
し
ま
す
。

▼
点
字
版
ま
た
は
朗
読
テ
ー
プ
に
よ
る

「
選
挙
の
お
知
ら
せ
」

大
阪
府
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
視
覚
障

害
者
の
方
々
に
対
し
、
候
補
者
に
つ
い
て

の
情
報
を
提
供
す
る
た
め
、
点
字
版
ま
た

は
朗
読
テ
ー
プ
に
よ
る
「
選
挙
の
お
知
ら

せ
」（
ど
ち
ら
か
一
方
）
を
配
布
し
て
い

ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
お
電
話
で
大
阪

府
選
挙
管
理
委
員
会
（
薀
０
６
・
６
９
４

１
・
０
３
５
１
）へ
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

な
お
、
以
前
申
込
み
を
済
ま
せ
た
方
は
継

続
し
て
送
付
い
た
し
ま
す
の
で
、
再
度
申

込
み
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
投
票
は
指
定
さ
れ
た
場
所
で

投
票
所
は
市
内
に
二
十
二
箇
所
あ
り
ま
す

が
、
お
届
け
す
る
入
場
整
理
券
に
記
載
さ

れ
て
い
る
投
票
所
で
投
票
し
て
下
さ
い
。

（
他
の
投
票
所
で
は
投
票
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。）
投
票
所
に
つ
い
て
は
、
泉

南
市
選
挙
管
理
委
員
会
ま
で
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。
▼
問
合
せ
＝
泉
南
市
選
挙
管
理

委
員
会
事
務
局
（
内
線
二
六
〇
）
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投
票
は
指
定
さ
れ
た
場
所
で

螳螳
螳螳
螳螳
螳螳
螳螳
螳螳郵便局蘆 蘆農協 

●新家
交番 

新家
駅 至

和
泉
砂
川 

蛞 

ＪＲ阪和線

こ
こ 

蘆浄福寺 野
口
区
民
会
館
蘆
 

至新家駅 

至青少年の森 

蛔 
こ
こ 

至
種
河
神
社 

螳螳螳螳
螳螳螳螳

螳螳螳螳
螳螳

蘆新家東小学校 

樫井川 

ＪＲ阪和線 

至
新
家 

蛞
 こ

こ 

和泉
泉南
線 

市場稲荷※ 

※
市
場
南
 

国道26号 

蛞 

保
健
セ
ン
タ
ー
蘆 

熊
野
古
道 

こ
こ 

螳
螳
螳
螳
螳
螳
螳
螳
螳

Ｊ
Ｒ
阪
和
線
 

蘆泉南インター 

蛞 蘆
岡
中
鎮
守
社
 

　
　
　
（
大
樟
）
 

至和泉砂川 

こ
こ 

岡
中
西
※ 

布
施
屋
貝
塚
線
 

至国道26号 

至岡田浦駅 

中小路※ 

※北野 

堺
阪
南
線
 

蛬
 

こ
こ 

蘆雄信小学校 蘆男神社 

双子池 

双子池 

堺
阪
南
線
 

男
里
※ 

男里川※ 

男里川 

蛔 こ
こ 

※大苗代西 

市場北2番※ 

※一丘団地口 

国道26号 

蛩
 
こ
こ 

信達神社蘆 
金熊寺蘆 

蘆金熊寺駐在所 

東小学校蘆 

金熊寺バイパス 

※金熊寺 

蛔
 

こ
こ 

樫井川 

江永橋※ 

蛞 

泉
佐
野
岩
出
線
 

岡田吉見府営住宅 
こ
こ 

桜ヶ丘住宅 

金熊寺川 

※幡代橋 

国道26号 

泉佐野岩出線 

※幡代東 

※幡代北 

幡代※ 

蛔
 

こ
こ 

蟇
蟇
蟇
蟇

蟇
蟇
蟇
蟇
蟇

蘆樽井小学校 
南
海
線 

泉
佐
野
岩
出
線 

至
樽
井 

こ
こ 

至りんくうタウン 

至泉南インター 

蛯
 

蛔
 

蘆諏訪神社 
蘆地蔵寺 

金熊寺川 

泉佐野岩出線 

こ
こ 

鳴滝※ 

鳴滝西※ 

蘆　　鳴滝駐在所 

蘆鳴滝第一小学校 

蛔
 

堺
阪
南
線
 

こ
こ 

※
地
蔵
尊
 

蛞
 

泉
佐
野
岩
出
線 

こ
こ 

至
市
役
所 

螳
螳
螳
螳
螳
螳
螳

蘆
一
丘
幼
稚
園
 

蘆
一
丘
小
学
校
 

蘆
郵
便
局
 

蘆
銀
行
 一

丘
中
学
校
　
蘆 

15

74

17
30
32

8

35

47
4546
44

43

27 39

公園 

公園 

ＪＲ阪和線 

こ
こ 

広
場 

蟇蟇
蟇蟇
蟇蟇
蟇蟇

至
樽
井 

蛔
 蘆

西
信
達
中
学
校
 

西信達小学校蘆 南
海線
 

岡田
浦駅
 

こ
こ 

至
吉
見
ノ
里 

蟇蟇
蟇蟇
蟇

蛔
 

蘆樽井公民館 

※樽井 
※樽井南 

堺阪南線 

南海
線 樽井

駅 

こ
こ 

茅
渟
神
社
蘆 

蘆砂川高校 
蘆信達中学校 

佐田※ 
蘆俵池公園 

　
螳
螳
螳
螳
螳
螳
螳
螳
螳
螳

こ
こ 

Ｊ
Ｒ
阪
和
線
 

和
泉
砂
川
駅
 

蛟 

消
防
署
東
出
張
所
蘆 ※
砂
川
東 

佐田北※ 

※
和
歌
山
銀
行
の
横
で
す 

文化ホール／図書館蘆 

国
道
26
号
 

蘆あいぴあ泉南 

蘆泉
南市
役所
 市民体育館蘆 

※樽井北 

樽井東※ 

こ
こ 

樽
井
※ 

蛩
 

※ 泉南市役所南

螳
螳
螳
螳
螳
螳
螳
螳
螳

和
泉
砂
川
駅
 

信達幼稚園蘆 

蘆
泉
南
中
央
交
番 

至新家 

ＪＲ阪和線 

こ
こ 蛯 

至
泉
南
市
役
所 

螳
螳
螳
螳
螳
螳
螳
螳
螳
螳
螳
螳

蘆府立砂川高校 

至新家 

和
泉
砂
川
駅
 

蛞 
ＪＲ阪和線 

こ
こ 

至
国
道
26
号 

大
鳥
居
※ 

笊新家公民館笆高野老人集会場笳兎田老人集会場

笘市場区民センター笙信達公民館笞十二本松遙拝所

笵岡中老人集会所笨東信達老人集会場笶童子畑老人集会場筐西信達公民館

筺西信達東老人集会場笄岡田府営住宅集会場筍人権ふれあいセンター笋樽井小学校

筌男里老人集会場筅幡代老人集会場筵馬場老人集会場筥砂川老人集会場

筴大苗代区民会館筧浜老人集会場筰一丘団地集会場筱泉南中学校

▼
最
近
、
市
町
村
間
で
住
所
を
移
動
さ
れ

た
方

最
近
、
住
所
を
移
動
さ
れ
た
方
は
、
投
票

の
場
所
等
が
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

次
の
表
を
ご
覧
に
な
っ
て
お
間
違
い
の
な

い
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

※
　
注
意
平
成
十
六
年
三
月
二
十
三
日

以
前
、
市
町
村
間
で
住
所
を
移
動
さ
れ
た

方
は
、
新
住
所
地
で
投
票
を
行
う
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、
そ
れ
に
は
引
き
続
き
新
住

所
地
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
平
成
十
六
年
三
月

二
十
四
日
以
後
、
市
町
村
間
で
住
所
を
移

動
さ
れ
た
方
は
、
前
住
所
地
で
投
票
を
行

う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
に
は
前
住

所
地
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

▼
期
日
前
（
不
在
者
）
投
票

▽
投
票
日
当
日
に
仕
事
や
旅
行
等
の
理
由

に
よ
り
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方

は
、
市
役
所
に
お
い
て
期
日
前
（
不
在
者
）

投
票
が
で
き
ま
す
。（
入
場
整
理
券
が
届

い
て
い
る
方
は
ご
持
参
し
て
下
さ
い
。）

▽
期
日
前
（
不
在
者
）
投
票
の
期
間

六
月
二
十
五
日
貊
か
ら
七
月
十
日
貍
ま
で

（
土
・
日
曜
日
を
含
む
。）

▽
期
日
前
（
不
在
者
）
投
票
の
時
間

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
八
時
ま
で

▽
期
日
前
（
不
在
者
）
投
票
の
場
所

市
役
所
別
館
一
階

会
議
室

▼
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票

あ
ら
か
じ
め
申
請
し
て
交
付
を
受
け
た
郵

便
等
投
票
証
明
書
を
お
持
ち
の
方
は
、
投

票
日
の
四
日
前
（
七
月
七
日
）
ま
で
に
、

郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
用
紙
等
請
求

書
（
本
人
の
自
書
に
よ
る
署
名
が
必
要
）

に
郵
便
等
投
票
証
明
書
を
添
え
て
、
泉
南

市
選
挙
管
理
委
員
会
ま
で
投
票
用
紙
等
の

交
付
を
請
求
し
て
下
さ
い
。

▽
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
で
、

手
帳
に

笊
両
下
肢
、
体
幹
の
障
害
又
は
移
動
機
能

の
障
害
の
程
度
が
、
一
級
又
は
二
級
笆
心

臓
、
じ
ん
臓
、
呼
吸
器
、
膀
胱
、
直
腸
、

小
腸
の
障
害
の
程
度
が
、
一
級
又
は
三
級

笳
免
疫
の
障
害
の
程
度
が
、
一
級
か
ら
三

級
。
と
、
記
載
さ
れ
て
い
る
方
。

▽
戦
傷
病
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
で
、
手

帳
に

笊
両
下
肢
、
体
幹
の
障
害
の
程
度
が
、
特

別
項
症
か
ら
第
二
項
症
笆
心
臓
、じ
ん
臓
、

呼
吸
器
、
膀
胱
、
直
腸
、
小
腸
の
障
害
の

程
度
が
、
特
別
項
症
か
ら
第
三
項
症
と
、

記
載
さ
れ
て
い
る
方
。

▽
介
護
保
険
法
上
の
要
介
護
者
で
、
介
護

保
険
の
被
保
険
者
証
に
要
介
護
状
態
区
分

が
要
介
護
五
と
、
記
載
さ
れ
て
い
る
方
。

※
注
意

手
帳
の
記
載
だ
け
で
は
障
害
の

程
度
が
は
っ
き
り
分
か
ら
な
い
時
は
、
大

阪
府
知
事
か
ら
上
記
の
障
害
の
程
度
に
該

当
す
る
旨
の
証
明
を
受
け
て
下
さ
い
。
な

お
、
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
を
行
う

為
に
は
、「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」
が
必

要
で
す
。
あ
ら
か
じ
め
身
体
障
害
者
手
帳

等
を
添
え
て
泉
南
市
選
挙
管
理
委
員
会
の

委
員
長
に
対
し
て
、
交
付
申
請
を
行
い
、

交
付
を
受
け
て
お
い
て
下
さ
い
。

▽
不
在
者
投
票
の
期
間

六
月
二
十
五
日
貊
か
ら
七
月
十
日
貍
ま

で
。
但
し
、
泉
南
市
選
挙
管
理
委
員
会
委
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第
二
十
回
参
議
院
通
常
選
挙
の
お
知
ら
せ

投票日は７月１１日豸です！
投票時間は午前７時～午後８時まで

投票のできる人
○昭和５９年７月１２日までに生まれた方。
○平成１６年３月２３日までに転入の届出を
し、引き続き泉南市の住民基本台帳に記載されている方。

届出の別 

平成１６年３月２３日以前 

平成１６年３月２３日以前 
に新住所地へ転入届 

平成１６年３月２４日以後 
に新住所地へ転入届 

平成１６年３月２４日以後 

平成１６年６月９日までに転居の届出をされた方は、新住所地の投票 
所で、６月１０日以後は旧住所地で投票することになります。 

転入届を 
された方 

転出届を 
された方 

泉南市内で 
転居届をさ 
れた方 

届出の日 
新住所地で投票できる 前住所地で投票できる 

投票場所・投票の可否 



▼
部
落
差
別
を
は
じ
め
と
す
る
人
権
侵
害
の

も
つ
問
題
性
、
重
大
性
を
広
く
市
民
に
訴
え
、

す
べ
て
の
差
別
を
無
く
す
た
め
の
草
の
根
人

権
啓
発
運
動
を
推
進
す
る
。

▼
人
権
啓
発
運
動
を
地
域
に
根
付
い
た
市
民

運
動
と
し
て
定
着
さ
せ
る
た
め
、
広
く
市
民

の
参
加
を
求
め
る
と
と
も
に
、
校
区
人
権
協

の
組
織
体
制
の
充
実
と
市
人
権
協
の
活
動
の

強
化
に
努
め
る
。
▼
被
差
別
者
の
体
験
か
ら

差
別
の
実
態
を
学
び
、
同
和
問
題
を
は
じ
め

と
す
る
人
権
問
題
に
対
す
る
認
識
を
深
め
、

あ
ら
ゆ
る
差
別
の
解
消
に
向
け
た
人
権
啓
発

活
動
の
充
実
を
図
る
。
▼
泉
南
市
人
権
意
識

調
査
・
同
和
地
区
生
活
実
態
調
査
等
各
種
調

査
に
見
ら
れ
る
今
日
的
な
啓
発
課
題
を
踏
ま

え
、
全
市
的
並
び
に
校
区
ご
と
の
啓
発
活
動

を
積
極
的
に
推
進
す
る
。
▼
人
種
差
別
撤
廃

条
約
へ
の
加
盟
、「
人
権
教
育
の
た
め
の
国
連

十
年
」
等
の
国
際
年
の
意
義
を
積
極
的
に
受

け
と
め
、
広
く
啓
発
活
動
を
推
進
す
る
。
▼

「
泉
南
市
部
落
差
別
な
ど
あ
ら
ゆ
る
差
別
の
撤

廃
と
人
権
擁
護
に
関
す
る
条
例
」
・
「
大
阪

府
部
落
差
別
事
象
に
係
る
調
査
等
規
制
等
に

関
す
る
条
例
」
の
制
定
意
義
を
積
極
的
に
受

け
止
め
、
そ
の
趣
旨
を
踏
ま
え
た
啓
発
活
動

を
推
進
し
、
市
民
の
人
権
意
識
の
高
揚
を
図

る
。
と
り
わ
け
、
平
成
十
年
七
月
に
同
条
例

に
違
反
す
る
悪
質
な
部
落
差
別
調
査
事
件
が

生
起
し
て
お
り
、
事
件
の
内
容
･
背
景
に
つ

い
て
啓
発
を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
再
発
防

止
･
根
絶
の
た
め
の
取
り
組
み
を
積
極
的
に

推
進
す
る
。

▼
平
成
十
二
年
十
二
月
に
施
行
さ
れ
た
「
人

権
教
育
及
び
人
権
啓
発
の
推
進
に
関
す
る
法

律
」
に
お
い
て
国
民
の
責
務
が
明
記
さ
れ
た

こ
と
を
踏
ま
え
、
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会

の
実
現
に
向
け
た
活
動
を
積
極
的
に
推
進
す

る
。元

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
阪
放
送
局
報
道
部
カ
メ
ラ
マ

ン
の
小
山
　
帥
人
（
こ
や
ま
　
お
さ
ひ
と
）

さ
ん
に
、「
報
道
と
人
権
」
と
題
し
ま
し
て
ご

講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
イ
ラ
ク
に
お
け
る
放
送
の
問

題
点
か
ら
始
ま
り
、
放
送
に
お
け
る
人
権
侵

害
の
歴
史
、
犯
罪
報
道
に
お
け
る
人
権
侵
害
、

表
現
の
自
由
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
、
在
日
外
国

人
と
放
送
、
市
民
が
主
体
の
放
送
へ
の
期
待

な
ど
メ
デ
ィ
ア
も
互
い
に
違
い
を
認
め
合
い

協
力
し
合
う
形
が
必
要
で
あ
る
、
な
ど
幅
広

く
、
わ
か
り
や
す
く
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し

た
。
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活

動

課

題

市
人
権
啓
発
推
進
協
議
会
総
会
開
催

去
る
四
月
十
七
日
貍
、
多
数
の
来
賓
と
関
係
者
の
出
席
の
も
と
、
平
成
十
六
年
度
泉
南
市
人

権
啓
発
推
進
協
議
会
総
会
が
開
催
さ
れ
、
本
年
度
の
活
動
課
題
・
役
員
体
制
等
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

記

念

講

演

人権は、人間が幸福な人生を送る上で、もっとも大切な権利です。自分

だけでなく、すべての人の権利が尊重されなければなりません。

国の内外を問わず、人々がお互いに人権を守ることによって明るい社会

を作ることが、私たちの願いです。

人権擁護委員による人権相談を開設し、市民の皆さんに人権に関する

様々なご相談に応じる為、泉南市にも市長から推薦され、法務大臣に委嘱

された人権擁護委員の方々が活躍されています。市民の皆さんの身近な相

談役「人権擁護委員」さんをご紹介します。

▼人権擁護委員　（氏名

▽真鍋　正子さん　

▽藤田　小夜子さん　

▽亀岡　弘さん　　　

▽枡 亀さん　

▽古谷　美枝子さん　

▽平田　政美さん　　

▼人権相談開設日 毎月第３金曜日午後２時～４時

▼開設場所 水道庁舎１階　人権推進課相談室

▼その他 人権相談は無料で、秘密は厳守されます。

▼問合せ 人権推進課（内線２７０）

あなたの身近な相談役です・・・
人権擁護委員を紹介します

世
界
の
多
く
の
人
々
の
期
待
に
も
か
か

わ
ら
ず
二
十
一
世
紀
は
テ
ロ
と
戦
争
に
よ

っ
て
幕
が
開
き
ま
し
た
。
9
・
11
同
時
多

発
テ
ロ
か
ら
パ
レ
ス
チ
ナ
で
の
対
立
激

化
、
ア
フ
ガ
ン
空
爆
、
イ
ラ
ク
戦
争
、
イ

ン
ド
・
パ
キ
ス
タ
ン
に
よ
る
核
実
験
な
ど

時
代
は
恐
ろ
し
い
勢
い
で
動
い
て
い
ま

す
。
こ
の
先
に
何
が
私
た
ち
を
待
ち
受
け

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
私
た
ち
は

ど
こ
に
行
こ
う
と
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。泉

南
市
で
は
毎
年
八
月
を
「
非
核
平
和

月
間
」
と
し
て
お
り
、
今
年
も
平
和
に
つ

い
て
考
え
る
様
々
な
催
し
を
開
催
し
ま

す
。日

本
で
は
戦
後
六
十
年
近
く
経
ち
、
戦

争
の
記
憶
の
風
化
が
年
々
進
ん
で
い
ま

す
。
こ
の
機
会
に
あ
ら
た
め
て
戦
争
の
悲

惨
さ
と
愚
か
さ
を
思
い
起
こ
し
、
平
和
の

尊
さ
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
問
合
せ=

人
権
推
進
課
（
内
線
二
七
〇
）

▼
と
き=

八
月
二
日
豺
か
ら
八
月
十
六
日

豺
▽
一
回
目
は
午
前
十
時
〜
、
二
回
目
は

午
後
三
時
〜
▼
と
こ
ろ
＝
泉
南
市
役
所
玄

関
ロ
ビ
ー
▼
内
容
＝
「
太
陽
が
お
ち
た
」

〜
広
島
・
長
崎
・
第
五
福
竜
丸
〜

▼
と
き
＝
八
月
一
日
豸
か
ら
八
月
二
十
九

日
豸
の
図
書
館
開
館
時
間
中
▼
と
こ
ろ
＝

市
立
図
書
館
▼
内
容
＝
平
和
に
関
す
る
図

書
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
八
月
十
五
日
豸
午
後
一
時
開
場

一
時
半
開
演
▼
と
こ
ろ
＝
泉
南
市
立
文
化

ホ
ー
ル
▼
内
容
＝
映
画
G
A
M
A
「
月
桃

の
花
」
上
映
会
▼
入
場
料
＝
無
料
▼
申
込

み
＝
事
前
申
込
は
不
要
で
す
▼
一
時
保

育
＝
対
象
は
一
歳
以
上
就
学
前
ま
で
の
子

ど
も
で
、
定
員
は
五
人
（
応
募
多
数
の
場

合
は
抽
選
）、
七
月
三
十
日
貊
ま
で
に
お

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
人
権
推
進
課

（
薀
祟
０
０
０
１
／
蕭
祗
０
０
７
５
）
ま

で
▼
日
本
語
字
幕
＝
あ
り
ま
す
。
▼
手
話

通
訳
＝
あ
り
ま
す
。

宮
里
　
房
（
72
）
は
海
辺
の
村
で
琉
舞

を
教
え
な
が
ら
幼
稚
園
を
経
営
し
て
い
る

現
役
の
園
長
で
あ
る
。
同
世
代
の
沖
縄
ア

ン
マ
ー
の
例
に
も
れ
ず
地
獄
の
戦
場
を
経

験
し
た
一
人
で
あ
る
。
十
数
名
の
家
族
や

親
兄
弟
を
次
々
と
砲
爆
撃
に
奪
わ
れ
、
最

後
に
追
い
詰
め
ら
れ
た
摩
文
仁
岬
の
洞
窟

か
ら
母
と
娘
だ
け
が
奇
跡
的
に
生
還
し
て

き
た
。
敵
は
米
軍
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。

兵
隊
と
避
難
民
が
雑
居
し
た
洞
窟
の
中
で

は
、
い
ま
わ
し
い
惨
劇
が
繰
り
広
げ
ら
れ

て
い
た
。
だ
が
、
彼
女
は
こ
れ
ま
で
あ
の

洞
窟
の
中
で
目
撃
し
た
真
相
を
誰
に
も
語

っ
た
こ
と
が
な
い
。
語
る
に
語
れ
な
い
恐

ろ
し
い
秘
密
が
房
の
胸
の
中
に
は
畳
み
込

ま
れ
て
い
る
…
…
。

女
性
が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
に

つ
い
て
専
門
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
お
聞

き
し
、
あ
な
た
ら
し
く
生
き
る
お
手
伝
い

を
し
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

▼
相
談
日
時
　
　

笊
第
一
金
曜
日(

午
後
一
時
〜
四
時)

笆
第
二
水
曜
日(

午
後
六
時
〜
九
時)

笳
第
四
金
曜
日(

午
後
一
時
〜
四
時)

▼
相
談
場
所

笊
笳
は
泉
南
市
水
道
庁
舎
・
人
権
推
進
部

相
談
室
笆
は
樽
井
公
民
館
三
階
控
え
室

▼
そ
の
他

▽
相
談
時
間
は
ひ
と
り
に
つ
き
約
一
時
間

で
す
。
▽
事
前
に
電
話
で
の
予
約
が
必
要

で
す
。

女
性
相
談
員
に
よ
る
女
性
の
た
め
の
電

話
相
談
で
す
。
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
に
安
心

し
て
お
電
話
く
だ
さ
い
。

▼
相
談
日
時

毎
月
第
二
・
三
・
四
木
曜
日
（
祝
日
を
除

く
）
午
前
十
時
〜
十
二
時
・
午
後
一
時
〜

三
時

▼
そ
の
他

ナ
ン
バ
ー
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
は
使
用
し
て
い

ま
せ
ん
。
匿
名
で
の
相
談
に
応
じ
ま
す
の

で
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
固
く
保
護
さ
れ
ま

す
。

▼
相
談
専
用
電
話
薀
祗
０
５
９
０

▼
問
合
せ

人
権
推
進
課
（
内
線
２
７
０
）
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非
核
平
和
ビ
デ
オ
を
上
映
し
ま
す

映
画
G
A
M
A
「
月
桃
の
花
」

も
の
が
た
り

非
核
平
和
の
集
い
を
開
催
し
ま
す

非
核
平
和
の
図
書
コ
ー
ナ
ー
を
設

置
し
ま
す

女
性
相
談
（
面
接
）

女
性
の
た
め
の
電
話
相
談
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※行事実施日に大雨洪水・暴風警報が発令された場合、中止することがありますのでご了承ください。 

（２００４.7 ） 
健診／予防接種名 日　時 対　象 内　容／その他 

成
人
保
健 

母
　
子
　
保
　
健 

予
防
接
種 

そ
の
他 

基本健康診査 
大腸がん検診 

子宮がん検診 

健康相談 
栄養相談 

乳児後期健診 

リトルまま教室（両親教室） 

　３種混合予防接種 
　（ジフテリア、破傷風　 
　　　百日せき）　 

循環器検診 
精神保健福祉相談 
Ｂ型・Ｃ型肝炎抗体検査 

乳幼児結核検診 

献　血 

離乳食講習会 

４か月児健康診査／ツベルクリン反応検査 

１歳６か月児健康診査 
３歳６か月児健康診査 
２歳６か月児歯科健康診査 

地域リハビリ教室 

毎月第１～４金曜日 
午後１時～２時半 

随時受付していま 
す。市内の各医療 
機関へ直接申し込 
んでください 
随時受付しています。 
市内の各産婦人科医 
療機関へ直接申し込 
んでください 

ご自分の健康に関して疑問や不安がありましたら、いつでもお気軽に 
ご相談ください。但し、医師への相談は電話での予約が必要です。 

▼西森医院・婦人科（金曜夜診のみ）信達牧野361－10／薀83－2357 
▼福本医院・婦人科　信達牧野378／薀83－2505 
▼宮城医院・婦人科　信達市場31－311／薀82－7018 
▼新泉南病院・婦人科（金曜・土曜午前中のみ）りんくう南浜3－7／薀80－5618 
※40歳以上の方は基本健康診査、大腸がん検診とセットで受診ください※費用は600円 

血圧測定、検尿、診察、血液検査（肝機能、血清脂質、腎機能、貧血、 
糖尿病検査）等。必要な方には心電図、眼底検査を実施。便潜血検査 
２日法。※できるだけセットで受診してください。携行品は健康手帳。 
▼費用＝基本健康診査は無料。大腸がん検診は200円。 

▼40歳以上の市民 
平成16年4月1日～ 
11月30日の間に、 
1回受診できます 
▼30歳以上の市民 
平成16年4月1日～ 
11月30日の間に、 
１回受診できます 

笊７月７日貉 
笆８月４日貉 

笊平成16年２月生 
笆平成16年３月生 

身体計測、内科診察、個別指導、ブックスタート、ツベルクリン 
反応検査（希望者）。対象の方には個別通知（時間指定）します。 

７月28日貉 
午後０時40分～２時10分 平成14年12月生 

身体計測、内科診察、歯科診察（カリオスタット検査）、 
個別相談など。対象の人には個別通知（時間指定）します。 

７月14日貉 
午後０時半～１時05分 平成12年12月生 

７月22日貅 
午後１時半～２時 平成13年12月生 

歯みがき教室 ７月22日貅 
午後１時～１時20分 

平成13年11月生 
平成14年11月生 

７月7日貉ツベルクリン反応検査 
７月9日貊ツベルクリン判定及びBCG

時間は午後１時半～２時半。生後３か月～４歳未満の乳幼児。なるべく 
１歳までに済ませてください。携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具。 

第１期（３種混合）は、生後６か月～７歳６か月（できるだけ生後 
３歳まで）の間に計４回。▼初回接種＝生後６か月に達したら約４ 
週間隔で３回。▼追加接種＝初回接種の３回終了後１年～１年半の 
間に１回。第２期（ジフテリア、破傷風）は、11歳以上13歳未満 
（小学６年生）の人に１回。携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具。 
※保健センターへお越しの際はコミュニティバスをご利用ください。 

麻しんの予防接種 ７月29日貅 午後１時半～２時半 
生後12か月～７歳６か月未満の幼児。できるだけ１歳３か月までに済 
ませてください。携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具 

日本脳炎の予防接種 
７月１日貅、16日貊 
26日豺 
午後１時半～２時半 

第1期は3歳～7歳6か月未満。初回接種は約1～4週間隔で2回。追加接種は初回接種の2回終了後、約1年後に1回。第2期 
は9歳～13歳未満。第3期は14～16歳未満。対象年齢内に1回接種してください。携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具。 

第3水曜日午後1時半 
～2時（要予約） 

第2月曜日午後1時 
～2時（要予約） 

実施場所は大阪府泉佐野保健所（薀磆７７０１）。血圧、検尿、 
血液検査等（診断、検査等は有料です。なお、診断書も発行します） 

大阪府泉佐野保健所 
へお問い合せ下さい 

実施場所は大阪府泉佐野保健所（薀磆７７０１） 

７月２日貊・ラリーズ泉南店※時間は午前10時～正午、午後１時～４時半。 
成分献血、400裨献血にご協力ください。▼問合せ＝泉南市献血推進協議会（薀82－7615） 

事前予約が必要です。 
申込み・実施場所は大阪府泉佐野保健所（薀磆７７０１） 

7月12日豺、23日貊、26日豺、8月 
9日豺、16日豺、27日貊午後１時～ 

妊婦とその家族 
定員は15組（要予約） 

妊婦とその家族、生後4か 
月未満の乳幼児と保護者 

身体計測、内科診察、歯科診察、個別相談など。 
対象の人には個別通知します。 

８月16日豺 
午後１時～３時 

７月20日貂 
７月27日貂 
午後１時半 
　～２時半 

離乳期の乳児の 
保護者（要予約） 

両親教室の妊婦との交流。講習と試食。 
携行品は母子手帳、筆記用具。 

ぴよぴよサロン（育児相談） ７月23日貊 午後１時半～３時 
乳幼児と保護者 時間は午後１時半～３時。育児相談、身体計測。 

お母さん同士の会話も楽しみましょう。 

リトルままサロン ７月23日貊 午後１時半～３時 
妊婦同士の情報交換、赤ちゃんの身体計測、 
育児相談 

歯科健診、フッ素塗布（希望者）、個別相談等。予約は不要。 
携行品は母子手帳、歯ブラシ、筆記用具、問診票。 
※今月受診できない人は、対象月を含め３か月以内に受診し 
てください。※歯みがき教室に歯科健診はありません。 
6日間で1コース。助産師講義、マタニティ体操、手作りおもちゃ、個別相談（保育、 
栄養、歯）、沐浴、リトルままサロン、なるべく5か月以降の安定期にご参加ください 

病・医院の診察時間 満９か月～１歳未満 ４か月健診時に受診票をお渡ししますので、かかりつけの病・医院 
でお受けください。※但し、１歳を超えますと自己負担となります。 

毎月第１～３金曜日 
午後１時～２時半 

栄養士が個人のライフステージに応じた栄養に関する 
相談に応じます。但し、事前予約が必要です。 

▼40歳以上の市民 

▼40歳以上の市民 

▼上村老人集会場第1、3火曜日 
▼東信達老人集会場第2、4 
　木曜日 
※午後２時から１時間半程度 

健康チェックと体操、レクリエーションを通して、 
体力の維持や閉じこもりの防止をめざします。 
参加をご希望される方は、直接会場へお越しくだ 
さい。 

40歳以上で簡単な集団 
体操に参加でき、自力 
または家族の送迎で来 
場することができる方 

五
十
歳
未
満
の
女
性
市
民
を

対
象
と
し
て
、
乳
が
ん
検
診
の

受
付
を
開
始
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
九
月
三
十
日
貅
、
十

月
二
十
一
日
貅
、
十
一
月
四
日

貅
、
十
八
日
貅
、
十
二
月
九
日

貅
の
午
前
（
時
間
予
約
制
）

▼
と
こ
ろ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
＝
三
十
歳
〜
五
十
歳
未

満
の
女
性
市
民

▼
定
員
＝
各
六
十
人

▼
費
用
＝
七
〇
〇
円

▼
検
査
内
容
＝
医
師
に
よ
る
視

触
診
・
超
音
波
検
査

▼
携
行
品
＝
健
康
手
帳
（
お
持

ち
で
な
い
方
に
は
当
日
お
渡
し

し
ま
す
）、
バ
ス
タ
オ
ル
一
枚

▼
申
込
み
＝
七
月
二
十
日
貂
以

降
に
、
保
健
セ
ン
タ
ー
窓
口
ま

た
は
電
話
（
定
員
に
な
り
次
第

締
切
）

▼
問
合
せ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

今
日
か
ら
あ
な
た
も
血
管
美
人
！

近
年
増
加
し
て
い
る
高
脂
血

症
や
高
血
圧
は
、
血
管
を
む
し

ば
み
、
脳
卒
中
や
心
臓
病
を
引

き
起
こ
し
ま
す
。
こ
の
教
室
で

血
管
を
い
た
わ
り
、
血
管
美
人

に
な
っ
て
、
病
気
を
予
防
し
、

は
つ
ら
つ
と
人
生
を
送
り
ま
せ

ん
か
？

▼
と
き
・
内
容
・
講
師
＝
笊
八

月
三
日
貂
・
食
事
の
基
本
は
バ

ラ
ン
ス
と
減
塩
！
・
栄
養
士
、

保
健
師
笆
八
月
五
日
貅
・
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
は
ま
ず
食
事
か

ら
・
栄
養
士
、
保
健
師
笳
八
月

九
日
豺
・
汗
を
か
い
て
血
管
の

大
掃
除
を
し
ま
し
ょ
う
！
・
健

康
運
動
指
導
士
そ
れ
ぞ
れ
午
後

一
時
半
か
ら
二
時
間
程
度

▼
と
こ
ろ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
＝
四
十
歳
以
上
の
市
民

▼
定
員
＝
二
十
五
名
程
度

▼
費
用
＝
無
料

▼
携
行
品
＝
健
康
手
帳
、
筆
記

用
具
。
三
日
目
は
運
動
の
し
や

す
い
服
装
、
上
履
き
、
タ
オ
ル
、

万
歩
計
（
お
持
ち
の
方
）

▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
保
健
セ

ン
タ
ー

食
生
活
を
中
心
に
、
健
康
づ

く
り
に
つ
い
て
学
習
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
笊
八
月
三
十
日
豺
笆

九
月
六
日
豺
笳
九
月
九
日
貅
笘

九
月
十
五
日
貉
笙
九
月
十
六
日

貅
笞
九
月
二
十
一
日
貂
笵
九
月

二
十
九
日
貉
笨
十
月
五
日
貂
笶

十
月
十
五
日
貊
筐
十
月
十
九
日

貂
筺
十
月
二
十
一
日
貅
笄
十
月

二
十
五
日
豺
時
間
は
概
ね
午
後

一
時
か
ら
、
調
理
実
習
は
午
前

中
、
そ
れ
ぞ
れ
二
〜
三
時
間
、

▼
と
こ
ろ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
講
師
＝
笊
医
師
、
笆
〜
笨
笄

栄
養
士
、
笶
筐
健
康
運
動
指
導

士
、
筺
臨
床
心
理
士

▼
定
員
＝
三
十
名

▼
費
用
＝
五
〇
〇
円
程
度
（
調

理
実
習
の
材
料
費
）

▼
そ
の
他
＝
▽
で
き
る
だ
け
七

回
以
上
出
席
し
て
下
さ
い
▽
希

望
者
は
講
座
終
了
後
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
「
泉
南
市
食
生
活

改
善
推
進
協
議
会
」
に
加
入
し
、

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
と
し
て
活
動
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す

▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
保
健
セ

ン
タ
ー

▼
と
き
＝
七
月
一
日
貅
、
十

六
日
貊
、
二
十
六
日
豺
、
八
月

五
日
貅
午
後
一
時
半
〜
二
時
半

▼
と
こ
ろ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
＝
▽
第
一
期
＝
三
歳
〜

七
歳
六
か
月
▽
第
二
期
＝
九
歳

〜
十
三
歳
未
満
▽
第
三
期
＝
十

四
歳
〜
十
六
歳
未
満

▼
受
け
方
＝
▽
第
一
期
＝
初
回

接
種
は
約
一
〜
四
週
間
隔
で
二

回
、
追
加
接
種
は
、
初
回
終
了

後
、
約
一
年
後
に
一
回
▽
第
二

期
・
第
三
期
＝
対
象
年
齢
内
に

各
一
回

▼
携
行
品
＝
母
子
手
帳
、
筆
記

用
具

▼
問
合
せ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
と
き
＝
七
月
二
十
日
貂
、

二
十
七
日
貂
午
後
一
時
半
〜
二

時
半

▼
と
こ
ろ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
＝
十
一
歳
以
上
十
三
歳

未
満
（
第
二
期
）
で
、
ま
だ
受

け
て
い
な
い
方

▼
携
行
品
＝
母
子
手
帳
、
筆
記

用
具

▼
問
合
せ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

泉
南
市
食
生
活
改
善
推
進
協

議
会
で
は
、
ふ
れ
あ
い
親
子
ク

ッ
キ
ン
グ
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

親
子
で
楽
し
く
ク
ッ
キ
ン
グ
し

ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
七
月
二
十
八
日
貉
午

前
十
時
〜
午
後
二
時

▼
と
こ
ろ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
＝
小
学
生
と
そ
の
保
護

者▼
定
員
＝
親
子
十
五
組
（
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

▼
参
加
費
＝
一
人
に
つ
き
三
〇

〇
円
（
保
険
料
含
む
）

▼
携
行
品
＝
エ
プ
ロ
ン
、
三
角

巾
、
筆
記
用
具
、
手
拭
き
、
お

茶▼
申
込
み
＝
七
月
十
三
日
貂
ま

で
に
お
電
話
ま
た
は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
名
前
、
住
所
、
電
話
番
号
を

記
入
し
て
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

▼
問
合
せ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー
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申
込
・
問
合
せ
＝
蕕
祗
７
６
１
５

乳
が
ん
検
診
を

実
施
ま
す

循
環
器
疾
患
予
防
教
室

に
参
加
し
ま
せ
ん
か

健
康
栄
養
講
座
に
参
加

し
ま
せ
ん
か

日
本
脳
炎
の
予
防
接
種

を
実
施
し
ま
す

ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
の

予
防
接
種
を
実
施
し
ま
す

夏
休
み
ふ
れ
あ
い
親
子

ク
ッ
キ
ン
グ
教
室



ケーブルテレビのチャンネル９では、泉州

地域４市３町の地域情報番組「わくわくりん

くう」を映像と文字番組で放送しています。

但し、視聴するにはケーブルテレビへの加

入が必要です。また、視聴できない地域があ

りますのでご了承ください。

▼1回目＝9:00～11:20（泉南市は10:40～）

▼2回目＝14:00～16: 20（泉南市は15:40～）

▼3回目＝22:00～0:20（泉南市は23:40～）

▼番組内容の変更について＝合併シンポジウムについては、泉南

市・阪南市共同の３０分番組となります。

▼ケーブルテレビへの加入に関する問合せ＝ジェイコム関西・りん

くう局（薔０１２０－０８９－３４４）

▼問合せ＝情報管理課（内線２２７）

10

最近新聞紙面でよく見かける、幼児連れ去り・幼児殺傷といった記事。子どもをもつ親は勿論のこと、そうでない人にとっても

心痛む事件であるに違いありません。「そんな事件を未然に防ぐために何か出来ないか」という気持ちから始まったのが子ども安

全パトロール＆安心ネットです。安心ネットとは、不審者の情報が入り次第、ボランティア登録されている方に電子メールが入り、

現場での子どもの安全を確保してもらうというもので、そんな情報が入らないことを願うばかりです。またパトロール隊として、

通学時間帯に腕章を巻いて街角に立つボランティアの人たちは、不審者のみならず交通の安全にも気を配り、また子どもたちは感

謝の気持ちを込めて元気良く挨拶する姿は、かつてあった古き良き時代を思い起こさせるような感じがしました。（５月１９日）

ボランティアが見守る子どもたち
子ども安全パトロール＆安心ネット

６月初旬というのに気温３０℃を超える日も出るほどの日
和と梅雨も本格化し、過ごしにくい時期になっていく中で、
唯一こころ和ませてくれるのが紫陽花ではないでしょうか。
雨の中、鞠状の花からしたたり落ちる滴に目を留めてみるの
もよし、強い日ざしの中、元気にほころんでいくつぼみを眺
めるもよし。そんな紫陽花が長慶寺で見頃を迎えていました。
青や紫の花がたくさん咲き、中にはまだつぼみで外側から
徐々に花開きかけているものなど様々で、長慶寺正面入り口
から見上げる石段は、大変美しいものでした。 （６月２日）

長慶寺の紫陽花が色とりどりの花
を咲かせていました

23

「
り
ん
く
う
花
火
の
祭
典
」
も
近

づ
き
、
開
催
が
待
ち
遠
し
く
な
る
時

期
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
季
節

は
、
花
火
大
会
に
出
か
け
た
り
、
又

家
庭
で
も
花
火
を
楽
し
む
こ
と
が
多

く
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

近
年
の
花
火
は
、
様
々
な
種
類
が

あ
り
、
色
や

音
、
炎
の
か

た
ち
な
ど
の

演
出
で
私
た

ち
を
楽
し
ま

せ
て
く
れ
ま

す
。し

か
し
、

楽
し
い
は
ず

の
花
火
で
す

が
、
そ
の
取
り
扱
い
方
を
あ
や
ま
る

と
火
傷
な
ど
の
怪
我
や
、
花
火
の
火

か
ら
火
災
を
起
こ
す
可
能
性
も
あ
り

ま
す
。
実
際
そ
の
よ
う
な
事
例
が
全

国
で
発
生
し
て
い
ま
す
。
間
違
っ
た

遊
び
方
を
し
た
り
火
の
後
始
末
を
怠

る
と
そ
の
危
険
性
は
、
さ
ら
に
高
く

な
り
ま
す
。

☆
楽
し
く
花
火
を
す
る
ポ
イ
ン
ト

・
注
意
書
き
を
必
ず
読
み
守
り
ま
し

ょ
う
。

・
燃
え
や
す
い
も
の
の
あ
る
場
所
で

し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

・
風
の
強
い
と
き
は
、
や
め
ま
し
ょ

う
。

・
水
バ
ケ
ツ
を
用
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
た
く
さ
ん
の
花
火
に
、
一
度
に
火

を
つ
け
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
花
火
を
ほ
ぐ
し
た
り
分
解
し
な

い
。（
多
量
に

集
め
た
り
、

異
種
の
も
の

を
混
ぜ
る
と

大
変
危
険
で

す
。）

・
火
の
後
始

末
を
き
ち
ん

と
し
ま
し
ょ

う
。

泉
南
市
消
防
本
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ア
ド
レ
ス
は

http://w
w
w
.city.sennan.osaka.j

p/̃sensyou/

一
度
ア
ク
セ
ス
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。

▼
問
合
せ
＝
泉
南
市
消
防
本
部
（
薀

祕
０
１
１
９
）

ル
ー
ル
を
守
っ
て
楽
し
い
花
火

青少年センター主催の森の探検隊が、泉南の里
山を大切にする会サポートのもと行われました。
利用することによって人々の生活を豊かにするこ
とが出来る里山。そんな身近にある里山の中で、
子ども達は思い思いの棒を杖代わりに、クモの巣
を払いトゲのある植物を避けて探検隊員として活
動していました。時には講師の先生が驚くような
珍しい植物を見つけ、「これは何？」と尋ねる姿が
印象的でした。また、講師の方々は、道端に咲く
植物を手に、名前の由来やうんちくをわかりやす
く説明してくれ、大変ためになりました。季節が
ら食べられる実の付いているものはほとんどあり
ませんでしたが、アケビや栗、柿、冬いちごなど
こんなに近くで目にすることが出きることに驚き
ました。 （５月２９日）

緑薫る里山

子どもの目線で探検家気分

街角デイハウス・さくら主催のさくら会コンサートが、
新家山田家住宅で行われ５回目を数えました。この日は
向井市長も訪れ大盛況でした。内容は、泉南朗読ボラン
ティア「くすの木」の詩の朗読や、メンバー自身がデザ
インした衣装のファッションショー、そして合唱による
コンサートと盛り沢山で、特に合唱の歌声は山田家住宅
の庭に静かに響き渡り、胸にしみいるようでした。また
何といっても一番驚かされたのは、ファッションショー
のデザインや、多少照れを感じながらのショーでのウォ
ーキング、合唱など全てが、年齢を感じさせない、はつ
らつとしたものばかりでした。 （５月９日）

何事にもチャレンジが若さの秘訣
第５回さくら会コンサート
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前回は、塔基壇をご紹介しまし

た。今月はこの上からあたりを見

回してみたいと思います。

お寺の西半分に赤くて丸いもの

がきれいに並んでいます。公園の

イスのように見えますが、違いま

す。

これは回廊（かいろう）といっ

てお寺の建物をつなぐ廊下のよう

な役割を持った施設で、この柱の

一部を復元したものです。もちろ

んお寺のあった当時は、この柱は

もっと高く、柱の上には瓦葺の屋

根がありました。でも整備によっ

て柱がちょうど60㎝の高さに復元

されたことで、今は見学者の方々

がイスとしても使うことができる

のです。

整然と並んだ鮮やかな朱色の柱

にも1350年前の人々は驚いたこと

でしょう。

すでに来られた方はもう一度、

まだ来られたことのない方はぜひ

お越しください。
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